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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（二・完）

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
犯
罪
収
益
の
拡
大
没
収
及
び�

拡
大
独
立
没
収
（
二
・
完
）

久　
　

保　
　

英 

二 

郎

第
一
章　

は
じ
め
に

第
二
章　

 

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
犯
罪
収
益
の
拡
大
没
収
及
び 

 

拡
大
独
立
没
収

　

第
一
節　
（
旧
）
拡
大
収
奪

　

第
二
節　

拡
大
没
収
（
以
上
、
七
一
巻
一
号
）

　

第
三
節　

拡
大
独
立
没
収

　
　

第
一
款　

立
法
目
的

　
　

第
二
款　

規
定
内
容
等

　

第
四
節　

小
括

　
　

第
一
款　

沿
革

　
　

第
二
款　

拡
大
没
収
（
旧
拡
大
収
奪
）

　
　

第
三
款　

拡
大
独
立
没
収

　
　

第
四
款　

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
と
の
関
係

第
三
章　

我
が
国
へ
の
示
唆

　

第
一
節　

新
た
な
剝
奪
手
段
の
必
要
性

　
　

第
一
款　

現
行
法
上
の
没
収
と
の
関
係

　
　

第
二
款　

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
と
の
関
係

　

第
二
節　

制
度
設
計
の
あ
り
方

　
　

第
一
款　

拡
大
没
収

　
　

第
二
款　

有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収

　
　

第
三
款　

二
つ
の
剝
奪
手
段
の
関
係

第
四
章　

結
び
に
代
え
て
（
以
上
、
本
号
）
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論　　　説

第
二
章　

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
犯
罪
収
益
の
拡
大
没
収
及
び
拡
大
独
立
没
収

第
三
節　

拡
大
独
立
没
収

刑
法
第
七
六
条
ａ　

独
立
没
収

［
第
一
項
な
い
し
第
三
項
略
］

第 

四
項　

第
三
文
に
掲
げ
ら
れ
た
犯
罪
行
為
の
嫌
疑
を
理
由
と
す
る
手
続
で
保
全
さ
れ
た
違
法
行
為
に
由
来
す
る
客
体
は
、
保
全

の
対
象
者
が
そ
の
犯
罪
行
為
を
理
由
と
し
て
訴
追
さ
れ
又
は
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
得
な
い
と
き
も
、
独
立
に
没
収
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。［
第
二
文
及
び
第
三
文
略
］

　

第
一
款　

立
法
目
的

　

拡
大
独
立
没
収
は
、
二
〇
一
七
年
改
正
に
よ
り
、
組
織
犯
罪
及
び
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
領
域
に
お
い
て
、
犯
罪
的
に
得
ら
れ
た
由
来
の
不

明
確
な
財
産
を
剝
奪
し
得
な
い
と
い
う
間
隙
を
埋
め
る
た
め
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
税
関
検
査
や
交
通
検
問
に
お
い
て
は
、

組
織
犯
罪
に
属
す
る
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
と
思
し
き
多
額
の
現
金
が
保
全
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
案
で
は
、

通
例
、
保
全
さ
れ
た
現
金
が
外
国
に
関
係
し
て
い
る
た
め
に
そ
の
具
体
的
な
由
来
を
辿
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、
改
正
前
の
法
制
度

に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
犯
罪
行
為
が
証
明
さ
れ
得
な
い
と
き
は
現
金
が
最
後
の
所
持
者
に
返
還
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
は
現

金
が
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
が
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
て
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
連
邦
刑
事

局
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
現
象
は
、
税
関
検
査
や
交
通
検
問
で
の
み
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
組
織
犯
罪
の
全
て
の
側
面
や

（
96
）
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（二・完）

テ
ロ
リ
ズ
ム
の
領
域
に
も
当
て
は
ま
る
。
そ
こ
で
、
同
改
正
に
よ
り
、
組
織
犯
罪
及
び
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
領
域
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
財

産
客
体
の
違
法
な
由
来
を
確
信
し
た
と
き
に
こ
れ
を
お
よ
そ
違
法
行
為
の
証
明
な
し
に
独
立
に
没
収
す
る
手
段
（
拡
大
独
立
没
収
）
が

導
入
さ
れ
た
（
刑
法
七
六
条
ａ
第
四
項
）。

　

拡
大
独
立
没
収
は
、
英
米
法
圏
の
「
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
（non-conviction-based confiscation/forfeiture

）」
や
イ

タ
リ
ア
法
の
「
前
犯
罪
的
予
防
処
分
（m

isure di prevenzione

）」
に
相
当
す
る
制
度
で
あ
る
。
立
法
者
に
よ
れ
ば
、
拡
大
独
立
没

収
は
、
対
象
者
に
制
裁
を
科
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
犯
罪
に
よ
る
利
益
を
享
受
し
又
は
こ
れ
を
更
な
る
犯
罪
活
動
に

再
投
資
す
る
の
を
阻
止
す
る
た
め
に
刑
法
違
反
の
財
産
状
況
を
除
去
す
る
も
の
で
あ
り
、
処
分
の
目
的
は
財
産
秩
序
の
攪
乱
を
除
去
し
、

実
体
法
秩
序
に
権
威
を
持
た
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

　

第
二
款　

規
定
内
容
等

　

拡
大
独
立
没
収
は
、
具
体
的
な
犯
罪
行
為
（
き
っ
か
け
行
為
）
の
嫌
疑
を
理
由
と
す
る
捜
査
手
続
（
き
っ
か
け
手
続
（A

nlassver-

fahren

））
で
保
全
さ
れ
た
客
体
を
、
こ
れ
が
何
ら
か
の
違
法
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
限
り
で
、
お
よ
そ
違
法
行
為
の

証
明
な
し
に
没
収
す
る
も
の
で
あ
る
。
拡
大
独
立
没
収
は
、
き
っ
か
け
行
為
の
証
明
す
ら
必
要
と
し
な
い
点
で
拡
大
没
収
と
異
な
る
が
、

拡
大
没
収
と
同
様
に
具
体
的
な
違
法
行
為
を
き
っ
か
け
と
し
て
何
ら
か
の
違
法
行
為
に
由
来
す
る
客
体
を
没
収
す
る
と
い
う
構
造
を
持

つ
こ
と
か
ら
、
拡
大
没
収
の
形
式
の
没
収
で
あ
る
と
し
て
解
説
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
　

第
一
項　

適
用
範
囲

　

拡
大
独
立
没
収
の
対
象
に
な
る
の
は
、
き
っ
か
け
行
為
の
嫌
疑
を
理
由
と
す
る
手
続
（
き
っ
か
け
手
続
）
に
お
い
て
保
全
さ
れ
た
客

（
97
）

（
98
）

（
99
）

（
100
）

（
101
）
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論　　　説

体
で
あ
る
。
保
全
は
証
拠
（
刑
訴
法
九
四
条
）
又
は
没
収
（
刑
訴
法
一
一
一
条
ｂ
）
の
た
め
に
な
さ
れ
得
る
。
こ
れ
は
、
拡
大
独
立
没

収
を
言
い
渡
す
た
め
に
き
っ
か
け
手
続
が
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
そ
の
手
続
に
お
い
て
保
全
さ
れ
た
客
体
の
み

が
没
収
の
対
象
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
も
っ
と
も
、
没
収
の
た
め
の
保
全
は
拡
大
没
収
が
予
期
さ
れ
る
場
合
に
も
命
じ
ら
れ
得
る

た
め
、
何
ら
か
の
違
法
行
為
に
由
来
す
る
疑
い
が
あ
る
客
体
は
拡
大
没
収
の
た
め
の
保
全
を
通
じ
て
ほ
ぼ
全
て
拡
大
独
立
没
収
の
対
象

に
な
る
。）。
嫌
疑
の
程
度
は
端
緒
の
嫌
疑
（A

nfangsverdacht

）
で
足
り
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
き
っ
か
け
行
為
の
嫌
疑
は
保
全
時

に
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

拡
大
独
立
没
収
に
お
い
て
は
、
現
行
法
上
の
拡
大
没
収
と
は
異
な
り
、
刑
法
七
六
条
ａ
第
四
項
三
文
に
掲
げ
ら
れ
た
犯
罪
行
為
（
カ

タ
ロ
グ
行
為
）
の
み
が
き
っ
か
け
行
為
に
な
り
得
る
。
第
三
文
に
掲
げ
ら
れ
た
犯
罪
行
為
は
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
及
び
組
織
犯
罪
に
属
す
る

重
大
な
罪
の
犯
罪
行
為
で
あ
る
。
立
法
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
限
定
は
刑
事
政
策
上
の
必
要
性
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
り
、
拡
大
独
立
没

収
は
そ
れ
ら
の
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
他
の
没
収
手
段
を
補
充
す
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
を
カ
タ
ロ
グ
行
為
に
含

め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
犯
罪
が
間
接
的
に
カ
タ
ロ
グ
行
為
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
し
て
、
こ
れ
を
批
判
す
る
見

解
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
腐
敗
や
組
織
犯
罪
に
お
い
て
は
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
が
財
産
の
由
来
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
原
因
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
を
含
め
な
け
れ
ば
拡
大
独
立
没
収
が
意
味
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
の
指
摘

も
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　

第
二
項　

客
体
の
違
法
行
為
由
来

　

拡
大
独
立
没
収
を
言
い
渡
す
た
め
に
は
、
客
体
が
何
ら
か
の
違
法
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
由
来

行
為
は
カ
タ
ロ
グ
行
為
に
限
ら
れ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
罪
の
犯
罪
行
為
が
由
来
行
為
に
な
り
得
る
。

（
102
）

（
103
）

（
104
）

（
105
）

（
106
）

（
107
）

（
108
）

（
109
）

（
110
）
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（二・完）
　

客
体
の
違
法
行
為
由
来
に
関
し
て
は
裁
判
官
の
確
信
（Ü

berzeugung

）
が
必
要
で
あ
る
が
、
由
来
行
為
が
証
明
さ
れ
る
必
要
は

な
い
。
拡
大
独
立
没
収
に
つ
い
て
は
、
関
連
規
定
と
し
て
、
裁
判
官
の
確
信
形
成
に
関
す
る
特
別
規
定
（
刑
訴
法
四
三
七
条
）
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
次
の
と
お
り
規
定
さ
れ
て
い
る
。

刑
訴
法
第
四
三
七
条　

独
立
没
収
手
続
の
た
め
の
特
別
規
定

　

刑
法
第
七
六
条
ａ
第
四
項
に
定
め
る
独
立
没
収
に
関
す
る
裁
判
に
際
し
、
裁
判
所
は
、
特
に
客
体
の
価
値
と
対
象
者
の
合
法
的

な
収
入
と
の
間
の
著
し
い
不
釣
り
合
い
を
、
客
体
が
違
法
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
の
確
信
の
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

ほ
か
、
裁
判
所
は
、
そ
の
裁
判
に
際
し
、
特
に

　

第
一
号　

手
続
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
行
為
に
関
す
る
捜
査
の
結
果

　

第
二
号　

客
体
が
発
見
及
び
保
全
さ
れ
た
際
の
状
況

　

第
三
号　

対
象
者
の
そ
の
他
の
人
的
及
び
経
済
的
関
係

も
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

刑
訴
法
四
三
七
条
は
、
保
全
さ
れ
た
客
体
の
犯
罪
的
な
由
来
を
裁
判
官
が
確
信
す
る
た
め
に
通
例
決
定
的
な
意
義
を
有
す
る
諸
事
情

を
例
示
的
に
列
挙
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
由
心
証
主
義
（
刑
訴
法
二
六
一
条
）
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
法
律
上
の
推

定
や
挙
証
責
任
の
転
換
を
意
味
せ
ず
、
事
実
認
定
の
「
指
針
」
あ
る
い
は
「
ヒ
ン
ト
」
に
過
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。

（
111
）

（
112
）

（
113
）

（
114
）

（
115
）

（
116
）
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論　　　説
　
　

第
三
項　

補
充
性

　

拡
大
独
立
没
収
は
、
他
の
犯
罪
収
益
の
没
収
手
段
（
刑
法
七
三
条
以
下
、
七
六
条
ａ
第
一
項
な
い
し
三
項
）
に
劣
後
す
る
。

　
　

第
四
項　

手
続

　

拡
大
独
立
没
収
は
、
他
の
独
立
没
収
と
同
様
、
客
観
手
続
（
刑
訴
法
四
三
五
条
以
下
）
で
言
い
渡
さ
れ
る
。
独
立
没
収
の
手
続
は
、

検
察
官
又
は
私
人
起
訴
人
の
申
立
て
に
よ
り
開
始
さ
れ
、
申
立
て
を
す
る
か
ど
う
か
は
検
察
官
又
は
私
人
起
訴
人
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
て
い
る
（
刑
訴
法
四
三
五
条
一
項
）。
没
収
名
宛
人
は
、「
没
収
参
加
人
」
と
し
て
手
続
に
参
加
す
る
（
刑
訴
法
四
三
五
条
三
項
二
文
、

四
二
四
条
一
項
）。
裁
判
は
、
原
則
と
し
て
書
面
手
続
に
お
け
る
決
定
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
が
（
刑
訴
法
四
三
六
条
二
項
、
四
三
四
条

二
項
）、
検
察
官
そ
の
他
の
申
立
人
が
口
頭
弁
論
の
実
施
を
申
し
立
て
、
又
は
裁
判
所
が
自
ら
こ
れ
を
命
じ
た
場
合
は
判
決
に
よ
っ
て

な
さ
れ
、
こ
の
場
合
に
は
公
判
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
る
（
刑
訴
法
四
三
六
条
二
項
、
四
三
四
条
三
項
）。

　

拡
大
独
立
没
収
の
手
続
は
基
本
的
に
他
の
独
立
没
収
の
手
続
と
同
様
で
あ
る
が
、
立
法
者
は
、
拡
大
独
立
没
収
の
手
続
に
つ
い
て
の

み
、
こ
れ
は
対
物
訴
訟
で
あ
り
、
人
に
対
し
て
は
向
け
ら
れ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
立
法
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
拡
大

独
立
没
収
は
、
刑
罰
的
性
格
を
有
せ
ず
、
憲
法
上
は
専
ら
基
本
法
一
四
条
が
問
題
と
な
り
、
さ
ら
に
証
拠
法
の
点
で
は
民
事
法
上
の
主

張
責
任
（D

arlegungslast

）
及
び
挙
証
責
任
（Bew

eislast
）
の
ル
ー
ル
に
従
う
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
る
。
検
察
官
が
保
全
さ
れ
た

客
体
の
違
法
行
為
由
来
を
推
認
さ
せ
る
事
実
を
主
張
し
て
没
収
を
申
し
立
て
、
そ
の
事
実
が
証
明
さ
れ
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
通
例
没

収
を
言
い
渡
す
べ
き
で
あ
り
、
名
宛
人
が
没
収
の
言
渡
し
を
回
避
す
る
た
め
に
は
立
証
さ
れ
た
違
法
行
為
由
来
を
理
由
を
付
し
て
否
認

し
、
適
切
な
立
証
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
単
な
る
沈
黙
や
不
知
に
よ
る
否
認
で
は
こ
れ
を
回
避
し
得
な
い
。
こ
の
限
り
に
お
い
て
は
、

沈
黙
か
ら
不
利
な
推
論
を
す
る
こ
と
の
禁
止
は
被
告
人
の
場
合
と
同
一
の
範
囲
で
は
適
用
さ
れ
得
ず
、
む
し
ろ
没
収
参
加
人
の
地
位
は

（
117
）

（
118
）

（
119
）

（
120
）
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被
告
人
と
い
う
よ
り
は
民
事
訴
訟
に
お
け
る
被
告
に
類
似
す
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

立
法
者
の
説
明
に
対
し
て
は
、
学
説
か
ら
、
名
宛
人
が
刑
事
手
続
に
本
来
馴
染
み
の
な
い
協
力
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
と
の
批
判

や
、
立
法
者
は
刑
事
訴
訟
上
の
確
信
基
準
（
刑
訴
法
二
六
一
条
）
を
前
提
と
し
つ
つ
、
同
時
に
民
事
訴
訟
上
の
証
拠
原
則
が
適
用
可
能

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
矛
盾
し
て
お
り
、（
旧
）
拡
大
収
奪
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
及
び
連
邦
通
常
裁
判
所
の
前
記

判
例
に
も
反
す
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
対
象
者
は
財
産
の
由
来
に
関
し
て
合
理
的
な
説
明
を
す
れ
ば
十
分
で
あ
り
、

対
象
者
の
供
述
が
不
合
理
、
非
現
実
的
又
は
客
観
的
に
不
可
解
で
あ
る
場
合
に
の
み
没
収
が
言
い
渡
さ
れ
る
と
解
す
る
立
場
も
あ
る
。

　
　

第
五
項　

法
的
性
質

　

立
法
者
は
、
前
記
の
と
お
り
、
拡
大
独
立
没
収
の
手
続
が
対
物
訴
訟
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
こ
こ
か
ら
直
ち
に
拡
大
独
立
没
収
が
刑

罰
的
性
格
を
有
し
な
い
こ
と
を
導
き
出
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
学
説
で
は
、
総
額
主
義
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
拡

大
独
立
没
収
が
刑
罰
的
性
格
を
有
す
る
と
解
す
る
立
場
も
あ
る
。

第
四
節　

小
括

　

第
一
款　

沿
革

　

以
上
の
と
お
り
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
一
九
七
五
年
、
収
奪
、
没
収
及
び
使
用
不
能
化
（
財
産
剝
奪
）
に
関
す
る
包
括
的
な
規

定
が
設
け
ら
れ
た
が
、
当
初
の
規
定
で
は
、
財
産
的
利
益
と
具
体
的
な
違
法
行
為
の
関
係
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
の
み
収
奪
が
言
い
渡

さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
薬
物
犯
罪
等
の
組
織
犯
罪
に
お
い
て
は
、
犯
行
関
与
者
の
下
で
発
見
さ
れ
た
財
産
客
体
が
何

ら
か
の
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
で
も
、
そ
の
財
産
客
体
と
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の
関
係
を
証
明
す
る
の
が

（
121
）

（
122
）

（
123
）

（
124
）

（
125
）

（
126
）

（阪大法学）71（2-251）　577 〔2021. 7 〕



論　　　説

困
難
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
収
奪
が
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
一
九
九
二
年
、
組
織
犯
罪
対
策
法
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
剝
奪

の
間
隙
を
埋
め
、
組
織
犯
罪
に
由
来
す
る
資
金
の
剝
奪
を
促
進
す
る
た
め
に
、
組
織
犯
罪
の
領
域
に
お
い
て
他
の
収
奪
手
段
を
補
充
す

る
も
の
と
し
て
拡
大
収
奪
が
導
入
さ
れ
た
（
刑
法
（
旧
）
七
三
条
ｄ
）。

　

拡
大
収
奪
は
、
二
〇
一
七
年
、
財
産
剝
奪
に
関
す
る
規
定
の
全
面
改
正
に
伴
い
、
名
称
が
犯
罪
収
益
の
拡
大
没
収
に
変
更
さ
れ
る
と

と
も
に
、
財
産
秩
序
の
攪
乱
を
除
去
し
、
実
体
法
秩
序
に
権
威
を
持
た
せ
る
と
い
う
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
（
旧
）
収
奪
の
目
的

を
踏
ま
え
て
、
適
用
範
囲
が
あ
ら
ゆ
る
罪
の
犯
罪
行
為
に
拡
張
さ
れ
た
（
刑
法
七
三
条
ａ
）。

　

二
〇
一
七
年
改
正
に
際
し
て
は
、
さ
ら
に
、
組
織
犯
罪
の
全
て
の
側
面
及
び
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
領
域
に
お
い
て
、
具
体
的
な
犯
罪
行
為

が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
、
た
と
え
現
金
が
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
が
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
て
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も

こ
れ
を
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
剝
奪
の
間
隙
を
埋
め
る
た
め
に
、
他
の
没
収
手
段
を
補
充
す
る
も
の
と
し
て
拡
大
独
立
没

収
が
導
入
さ
れ
た
（
刑
法
七
六
条
ａ
第
四
項
）。

　

第
二
款　

拡
大
没
収
（
旧
拡
大
収
奪
）

　

拡
大
没
収
（
旧
拡
大
収
奪
）
は
、
具
体
的
な
犯
罪
行
為
（
き
っ
か
け
行
為
）
を
理
由
と
す
る
有
罪
の
言
渡
し
に
際
し
、
何
ら
か
の
犯

罪
行
為
に
由
来
す
る
財
産
を
そ
の
起
源
た
る
犯
罪
行
為
（
由
来
行
為
）
の
証
明
な
し
に
剝
奪
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

第
一
項　

適
用
範
囲

　
（
旧
）
拡
大
収
奪
に
お
い
て
は
、
主
に
組
織
犯
罪
対
策
の
観
点
か
ら
、
き
っ
か
け
行
為
を
組
織
犯
罪
に
属
す
る
特
別
な
利
潤
追
求
及

び
行
為
の
高
い
収
益
性
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
罪
の
犯
罪
行
為
に
限
定
す
る
方
法
に
よ
り
そ
の
適
用
範
囲
が
局
限
さ
れ
て
い
た
が
、
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二
〇
一
七
年
改
正
に
よ
り
、
き
っ
か
け
行
為
に
な
り
得
る
犯
罪
行
為
の
限
定
が
撤
廃
さ
れ
、
拡
大
没
収
の
適
用
範
囲
が
あ
ら
ゆ
る
罪
の

犯
罪
行
為
に
拡
張
さ
れ
た
。

　

立
法
者
は
、
適
用
範
囲
の
拡
張
の
根
拠
と
し
て
、
財
産
秩
序
の
攪
乱
を
除
去
し
、
実
体
法
秩
序
に
権
威
を
持
た
せ
る
と
い
う
拡
大
没

収
の
目
的
は
、
違
法
行
為
に
由
来
す
る
財
産
客
体
が
発
見
さ
れ
た
全
て
の
事
案
で
こ
れ
が
没
収
さ
れ
得
る
場
合
に
の
み
達
成
さ
れ
得
る

と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
学
説
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
犯
罪
収
益
の
再
投
資
及
び
犯
罪
組
織
の
強
化
を
阻
止

す
る
と
い
う
極
め
て
重
大
な
公
益
や
重
大
な
実
務
上
の
解
明
問
題
が
な
い
単
純
な
犯
罪
に
つ
い
て
も
拡
大
没
収
に
よ
る
証
明
軽
減
が
必

要
か
つ
相
当
と
言
え
る
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
立
法
者
に
よ
る
理
由
付
け
は
説
得
力
を
欠
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
き
っ
か
け
行
為
が
経
済
的
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
傾
向
の
あ
る
罪
の
犯
罪
行
為
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
も
示
唆
的

で
あ
る
。
き
っ
か
け
行
為
と
し
て
経
済
的
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
傾
向
の
あ
る
罪
の
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
同
様
の
犯
罪
行
為

が
他
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
強
く
推
認
さ
せ
る
も
の
と
は
言
え
ず
、
こ
れ
を
主
た
る
間
接
事
実
と
位
置
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
他
の

事
情
に
よ
る
客
体
の
違
法
行
為
由
来
の
推
認
を
補
強
す
る
程
度
の
推
認
力
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
拡
大
没
収
が
由
来
行
為
の
証
明

を
必
要
と
し
な
い
た
め
に
合
法
的
な
財
産
を
剝
奪
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
お
そ
れ
を
低

減
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
形
で
適
用
範
囲
を
局
限
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
拡
大
没
収
の
適
用
範
囲
を
あ
ら
ゆ
る
罪
の
犯
罪
行
為
に
拡
張
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の
財
産
権
保
障
と
の
関

係
で
問
題
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　

第
二
項　

客
体
の
違
法
行
為
由
来

　
（
旧
）
拡
大
収
奪
は
、
立
法
者
の
見
解
に
従
え
ば
、
由
来
行
為
の
証
明
を
必
要
と
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
い
わ
ば
抽
象
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的
な
違
法
行
為
由
来
が
（
有
罪
認
定
に
と
っ
て
は
十
分
で
な
い
）「
極
め
て
高
度
の
蓋
然
性
」
を
も
っ
て
認
め
ら
れ
れ
ば
足
り
る
と
さ

れ
、
客
体
の
違
法
行
為
由
来
に
関
す
る
証
明
を
二
重
に
軽
減
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
学
説
か
ら
、
無
罪
推
定
や

財
産
権
保
障
に
反
す
る
と
い
っ
た
批
判
が
な
さ
れ
て
い
た
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
一
九
九
四
年
、
学
説
か
ら
の
批
判
を
踏
ま
え
て
、

拡
大
収
奪
を
定
め
る
刑
法
（
旧
）
七
三
条
ｄ
の
「
諸
事
情
が
仮
定
を
正
当
化
す
る
場
合
」
と
い
う
規
範
的
要
素
を
「
拡
大
収
奪
は
、
違

法
な
諸
行
為
が
個
々
に
認
定
さ
れ
る
必
要
は
な
い
が
、
事
実
審
裁
判
官
が
証
拠
調
べ
及
び
証
拠
評
価
を
尽
く
し
た
上
で
、
被
告
人
が
言

渡
し
の
対
象
に
な
る
客
体
を
違
法
な
諸
行
為
か
ら
得
た
と
い
う
無
制
限
の
確
信
を
得
た
場
合
に
の
み
言
い
渡
さ
れ
る
」
と
い
う
よ
う
に

憲
法
適
合
的
か
つ
限
定
的
に
解
釈
し
た
。
も
っ
と
も
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
確
信
形
成
に
つ
い
て
は
過
度
の
要
求
が
な
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
と
も
述
べ
て
い
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
四
年
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
断
を
是
認
し
た
が
、
そ
の
際
、
無
罪
推
定

に
つ
い
て
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
と
は
異
な
り
、
こ
れ
が
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と
を
（
旧
）
拡
大
収
奪
の
法
的
性
質
か
ら
導
き
出
し
て

お
り
、
客
体
の
違
法
行
為
由
来
に
関
す
る
証
明
度
を
こ
れ
に
関
連
付
け
な
か
っ
た
一
方
、
財
産
権
保
障
に
つ
い
て
は
、
連
邦
通
常
裁
判

所
の
前
記
解
釈
に
言
及
し
、（
旧
）
拡
大
収
奪
を
定
め
る
刑
法
旧
七
三
条
ｄ
は
同
解
釈
の
下
で
は
こ
れ
に
反
し
な
い
と
判
断
し
た
。
現

行
法
上
の
拡
大
没
収
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
判
例
に
従
い
、
客
体
の
違
法
な
由
来
の
単
な
る
嫌
疑
で
は
十
分
で
な
く
、
無
制
限
の
裁

判
官
の
確
信
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

拡
大
没
収
が
由
来
行
為
の
証
明
を
必
要
と
し
な
い
た
め
に
合
法
的
な
財
産
を
剝
奪
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
裁
判
官
の
確
信
を
要
求
す
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
が
憲
法
上
必
要
不
可
欠
で
あ
る
か
否
か
は
別

途
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
学
説
に
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
前
記
決
定
に
従
え
ば
、
裁
判
官
の
確
信
を
要
求
し
な
い
立
法
者
の
見

解
は
憲
法
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
解
す
る
立
場
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
前
記

決
定
は
、
あ
く
ま
で
連
邦
通
常
裁
判
所
の
前
記
解
釈
の
下
で
刑
法
旧
七
三
条
ｄ
が
財
産
権
保
障
に
反
し
な
い
こ
と
を
示
し
た
も
の
に
過
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ぎ
ず
、
立
法
者
の
見
解
が
財
産
権
保
障
に
反
す
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
低
い
証
明
度
が
直
ち
に
財
産
権
保
障
に
反
す

る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　

第
三
項　

法
的
性
質

　

立
法
者
及
び
判
例
は
、
拡
大
没
収
を
含
む
犯
罪
収
益
の
没
収
の
法
的
性
質
を
不
当
利
得
返
還
請
求
類
似
の
性
格
を
備
え
た
（
刑
罰
的

性
格
を
有
し
な
い
）
処
分
と
解
し
て
い
る
が
、
学
説
で
は
、
総
額
主
義
に
よ
る
没
収
（
旧
収
奪
）
が
刑
罰
又
は
刑
罰
類
似
の
処
分
で
あ

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
拡
大
没
収
（
旧
拡
大
収
奪
）
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
も
同
様
に
解
す
る
立
場
が
通
説
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

第
三
款　

拡
大
独
立
没
収

　

拡
大
独
立
没
収
は
、
具
体
的
な
犯
罪
行
為
（
き
っ
か
け
行
為
）
の
嫌
疑
を
理
由
と
す
る
捜
査
手
続
（
き
っ
か
け
手
続
）
で
保
全
さ
れ

た
客
体
を
、
こ
れ
が
何
ら
か
の
違
法
行
為
（
由
来
行
為
）
に
由
来
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
限
り
で
、
お
よ
そ
具
体
的
な
違
法
行
為
の

証
明
な
し
に
没
収
す
る
も
の
で
あ
る
。
拡
大
独
立
没
収
は
拡
大
没
収
の
形
式
の
没
収
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
拡
大
没
収
に
お

け
る
議
論
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

第
一
項　

適
用
範
囲

　

拡
大
独
立
没
収
の
対
象
に
な
る
の
は
、
き
っ
か
け
行
為
の
嫌
疑
を
理
由
と
す
る
手
続
（
き
っ
か
け
手
続
）
に
お
い
て
保
全
さ
れ
た
客

体
で
あ
る
。
保
全
は
証
拠
又
は
没
収
の
た
め
に
な
さ
れ
得
る
。
嫌
疑
の
程
度
は
端
緒
の
嫌
疑
で
足
り
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
き
っ
か
け

行
為
の
嫌
疑
は
保
全
時
に
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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拡
大
独
立
没
収
に
お
い
て
は
、
現
行
法
上
の
拡
大
没
収
と
は
異
な
り
、
刑
法
七
六
条
ａ
第
四
項
三
文
に
掲
げ
ら
れ
た
犯
罪
行
為
（
カ

タ
ロ
グ
行
為
）
の
み
が
き
っ
か
け
行
為
に
な
り
得
る
。
第
三
文
に
掲
げ
ら
れ
た
犯
罪
行
為
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
及
び
組
織
犯
罪
に
属
す
る
重

大
な
罪
の
犯
罪
行
為
で
あ
り
、
こ
の
限
定
は
刑
事
政
策
上
の
必
要
性
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
拡
大
独
立
没
収
が
由
来
行
為
の
み
な

ら
ず
、
き
っ
か
け
行
為
の
証
明
も
必
要
と
せ
ず
、
よ
り
一
層
合
法
的
な
財
産
を
剝
奪
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
形
で
適
用
範
囲
を
テ
ロ
リ
ズ
ム
や
組
織
犯
罪
の
領
域
に
限
定
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
個
別
の
犯
罪
に
つ
い
て
見
る
と
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
を
カ
タ
ロ
グ
行
為
に
含
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
経

済
犯
罪
が
間
接
的
に
カ
タ
ロ
グ
行
為
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
批
判
に
対
し
て
は
マ
ネ
ー
・

ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
を
含
め
な
け
れ
ば
拡
大
独
立
没
収
が
意
味
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　

第
二
項　

客
体
の
違
法
行
為
由
来

　

拡
大
独
立
没
収
に
お
い
て
も
、
客
体
の
違
法
行
為
由
来
に
関
し
て
は
裁
判
官
の
確
信
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
証
明
度
の
引
下
げ
は
な

さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
拡
大
独
立
没
収
に
つ
い
て
も
、
拡
大
没
収
と
同
様
、
低
い
証
明
度
が
直
ち
に
財
産
権
保
障
に
反
す
る
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

拡
大
独
立
没
収
に
つ
い
て
は
、
保
全
さ
れ
た
客
体
の
犯
罪
的
な
由
来
を
裁
判
官
が
確
信
す
る
た
め
に
通
例
決
定
的
な
意
義
を
有
す
る

諸
事
情
を
例
示
的
に
列
挙
す
る
特
別
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
刑
訴
法
四
三
七
条
）。
こ
れ
は
、
法
律
上
の
推
定
や
挙
証
責
任
の
転

換
を
意
味
せ
ず
、
事
実
認
定
の
「
指
針
」
あ
る
い
は
「
ヒ
ン
ト
」
に
過
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
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第
三
項　

手
続

　

拡
大
独
立
没
収
は
客
観
手
続
で
言
い
渡
さ
れ
る
。
立
法
者
に
よ
れ
ば
、
拡
大
独
立
没
収
の
手
続
は
対
物
訴
訟
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か

ら
、
拡
大
独
立
没
収
は
、
刑
罰
的
性
格
を
有
せ
ず
、
憲
法
上
は
専
ら
基
本
法
一
四
条
が
問
題
と
な
り
、
さ
ら
に
証
拠
法
の
点
で
は
民
事

法
上
の
主
張
責
任
及
び
挙
証
責
任
の
ル
ー
ル
に
従
う
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
名
宛
人
が
刑
事
手

続
に
本
来
馴
染
み
の
な
い
協
力
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
の
批
判
や
、
刑
事
訴
訟
上
の
確
信
基
準
を
前
提
と
し
つ
つ
民
事

訴
訟
上
の
証
拠
原
則
が
適
用
可
能
で
あ
る
と
す
る
立
法
者
の
見
解
は
矛
盾
し
て
お
り
、（
旧
）
拡
大
収
奪
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所

及
び
連
邦
通
常
裁
判
所
の
前
記
判
例
に
も
反
す
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

刑
事
訴
訟
上
の
確
信
基
準
を
前
提
と
す
る
以
上
、
民
事
訴
訟
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
立
法
者
の
説
明
は
妥
当
で
な
く
、
刑

事
訴
訟
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
前
記
決
定
か
ら
立
法
権
の
限
界
を
導
き
出

す
こ
と
は
で
き
ず
、
立
法
論
上
、
拡
大
独
立
没
収
が
民
事
訴
訟
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
手
続
で
言
い
渡
さ
れ
る
と
す
る
こ
と
が
不
可

能
と
ま
で
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　

第
四
項　

法
的
性
質

　

立
法
者
は
、
拡
大
独
立
没
収
が
刑
罰
的
性
格
を
有
し
な
い
と
解
し
て
い
る
が
、
学
説
に
は
、
総
額
主
義
が
適
用
さ
れ
る
な
ど
の
理
由

か
ら
、
こ
れ
が
刑
罰
的
性
格
を
有
す
る
と
解
す
る
立
場
も
あ
る
。

　

第
四
款　

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
と
の
関
係

　

組
織
犯
罪
対
策
法
に
お
い
て
は
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
犯
罪
化
も
な
さ
れ
た
（
刑
法
二
六
一
条
）。
こ
れ
は
、
実
体
法
レ
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ベ
ル
で
は
前
提
行
為
を
行
お
う
と
す
る
者
に
「
犯
罪
は
割
に
合
わ
な
い
」
こ
と
を
示
し
、
そ
の
実
行
を
抑
止
す
る
こ
と
を
、
刑
事
手
続

レ
ベ
ル
で
は
前
提
行
為
を
解
明
す
る
た
め
の
捜
査
の
有
効
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
後
者
の
側
面
は
利
益
剝
奪
を
容
易

に
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
国
外
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
犯
罪
化
は
犯
罪
組
織
の
中
心
人
物
と
前
提
犯
罪
と
の
関
係
を
証
明

す
る
こ
と
の
困
難
に
対
処
し
、
単
純
な
形
式
の
没
収
の
範
囲
を
拡
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
拡
大
没
収
や
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収

は
財
産
客
体
と
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の
関
係
を
証
明
す
る
こ
と
の
困
難
に
対
処
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
没
収
手
段
と
マ

ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
犯
罪
化
は
相
互
補
完
的
に
作
用
す
る
。
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
機
能
が
立
法
理

由
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
少
な
く
と
も
明
示
的
に
は
こ
の
よ
う
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

第
三
章　

我
が
国
へ
の
示
唆

　

本
章
で
は
、
我
が
国
に
お
い
て
、
既
存
の
法
制
度
に
よ
り
犯
罪
収
益
を
十
分
に
剝
奪
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
拡
大
没
収
や
拡
大
独
立

没
収
の
よ
う
な
新
た
な
剝
奪
手
段
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
（
第
一
節
）、
新
た
な
剝
奪
手
段
の
制
度
設
計
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
（
第
二
節
）。

第
一
節　

新
た
な
剝
奪
手
段
の
必
要
性

　

組
織
犯
罪
に
適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
は
犯
人
や
犯
罪
組
織
か
ら
犯
罪
収
益
を
確
実
に
剝
奪
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

犯
罪
組
織
の
関
係
者
の
下
で
多
額
の
財
産
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
が
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
と
き
は
、
た
と
え
起
源
た
る
犯
罪
行
為
が
証
明
さ
れ
得
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
を
剝
奪
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
存
の
法
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制
度
に
よ
っ
て
は
、
以
下
の
と
お
り
、
こ
の
よ
う
な
と
き
に
犯
罪
収
益
を
剝
奪
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
が
犯
人
あ
る
い
は
犯
罪
組

織
の
手
元
に
残
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
拡
大
没
収
や
拡
大
独
立
没
収
の
よ
う
な
、
財
産
と
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の

関
係
の
証
明
を
必
要
と
し
な
い
剝
奪
手
段
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
一
款　

現
行
法
上
の
没
収
と
の
関
係

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
犯
罪
収
益
の
没
収
が
言
い
渡
さ
れ
る
た
め
に
は
、
財
産
と
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の

関
係
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
現
行
法
上
も
、
次
の
と
お
り
、
一
定
の
犯
罪
類
型
に
お
い
て
は
、
個
々
の
行
為

全
て
の
特
定
が
必
要
と
さ
れ
な
い
結
果
、
財
産
と
個
々
の
行
為
と
の
関
係
の
証
明
な
し
に
犯
罪
収
益
を
没
収
す
る
余
地
が
あ
る
。

　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
営
業
犯
等
の
集
合
犯
が
あ
る
。
例
え
ば
、
規
制
薬
物
の
不
法
輸
入
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
業
と
す
る
罪

が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
麻
薬
特
例
法
五
条
）。
こ
の
規
定
は
、
業
と
し
て
行
わ
れ
る
規
制
薬
物
の
不
法
輸
入
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実

態
に
即
し
た
加
重
処
罰
規
定
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
従
来
の
単
発
行
為
の
犯
罪
構
成
要
件
を
前
提
と
す
る
と
、
個
々
の
行

為
と
の
厳
格
な
リ
ン
ク
が
求
め
ら
れ
る
結
果
、
総
体
と
し
て
は
一
定
期
間
内
に
犯
さ
れ
た
薬
物
犯
罪
の
収
益
で
あ
る
こ
と
の
証
明
が
で

き
た
と
し
て
も
個
々
の
行
為
と
の
結
び
つ
き
の
証
明
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
収
益
を
没
収
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
考
慮

し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
定
期
間
に
規
制
薬
物
の
不
法
輸
入
等
を
業
と
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
個
々
の
行
為
が
特
定

さ
れ
な
く
と
も
同
罪
の
成
立
は
妨
げ
ら
れ
ず
、
そ
の
期
間
内
の
全
体
の
売
り
上
げ
が
認
定
さ
れ
れ
ば
、
当
該
売
上
金
を
規
制
薬
物
の
不

法
輸
入
等
を
業
と
し
た
行
為
に
よ
り
得
た
も
の
と
し
て
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
営
業
犯
に
お
い
て
は
、
業
と
し
て

行
わ
れ
る
一
連
の
行
為
が
総
体
と
し
て
処
罰
対
象
と
さ
れ
、
必
ず
し
も
個
々
の
行
為
全
て
の
特
定
が
必
要
と
さ
れ
な
い
結
果
、
財
産
と

個
々
の
行
為
と
の
関
係
が
証
明
さ
れ
な
く
と
も
犯
罪
収
益
が
没
収
さ
れ
得
る
。

（
127
）

（
128
）

（
129
）
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さ
ら
に
、
規
制
薬
物
の
不
法
輸
入
等
を
業
と
す
る
罪
に
つ
い
て
は
、
薬
物
犯
罪
収
益
（
麻
薬
特
例
法
二
条
三
項
参
照
）
の
認
定
に
関

す
る
法
律
上
の
推
定
規
定
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、「
第
五
条
の
罪
に
係
る
薬
物
犯
罪
収
益
に
つ
い
て
は
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を

業
と
し
た
期
間
内
に
犯
人
が
取
得
し
た
財
産
で
あ
っ
て
、
そ
の
価
額
が
当
該
期
間
内
に
お
け
る
犯
人
の
稼
働
の
状
況
又
は
法
令
に
基
づ

く
給
付
の
受
給
の
状
況
に
照
ら
し
不
相
当
に
高
額
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
当
該
罪
に
係
る
薬
物
犯
罪
収
益
と
推
定
す
る
」
と

定
め
ら
れ
て
い
る
（
麻
薬
特
例
法
一
四
条
）。
こ
の
法
律
上
の
推
定
規
定
は
、
業
と
し
て
行
う
不
法
輸
入
等
に
つ
い
て
は
、
犯
人
が
相

当
の
収
益
を
得
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
通
例
、
こ
れ
が
隠
匿
さ
れ
る
た
め
、
ど
の
財
産
が
収
益
に
当
た
る
か
を
立
証
す
る

の
が
困
難
で
あ
る
一
方
、
犯
人
が
当
該
期
間
内
に
そ
の
合
法
的
な
収
入
に
釣
り
合
わ
な
い
高
額
な
財
産
を
取
得
し
て
い
れ
ば
、
こ
れ
が

薬
物
犯
罪
を
業
と
し
た
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
く
推
認
さ
れ
る
上
、
他
に
取
得
原
因
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
れ
を
犯
人
が
反
証
す
る
こ
と
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
規
制
薬
物
の

不
法
輸
入
等
を
業
と
す
る
罪
に
関
す
る
限
り
で
は
、
当
該
行
為
を
業
と
し
た
期
間
内
に
犯
人
が
取
得
し
た
財
産
の
価
額
と
そ
の
期
間
内

に
お
け
る
犯
人
の
合
法
的
な
収
入
と
の
間
の
著
し
い
不
釣
り
合
い
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
財
産
の
犯
罪
由
来
自
体
が
証
明
さ
れ
な
く
と
も
、

犯
人
が
他
の
取
得
原
因
を
反
証
し
な
い
限
り
、
そ
の
財
産
が
没
収
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
規
制
薬
物
の
不
法
輸
入
等
を
業
と
す
る
罪
に

お
い
て
は
、
こ
れ
が
営
業
犯
と
し
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
実
体
法
上
犯
罪
由
来
に
関
す
る
証
明
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

犯
罪
由
来
に
関
す
る
推
定
規
定
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
手
続
法
上
さ
ら
に
そ
の
証
明
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
現
行
法
上
も
、
集
合
犯
の
よ
う
に
一
連
の
犯
罪
行
為
を
総
体
と
し
て
処
罰
対
象
と
す
る
構
成
要
件
を
定
め
れ
ば
、

財
産
と
個
々
の
行
為
と
の
関
係
を
証
明
す
る
こ
と
な
く
そ
の
収
益
を
没
収
す
る
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
形
で
犯
罪
収
益

を
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
集
合
犯
等
の
一
部
の
犯
罪
類
型
に
限
ら
れ
る
上
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
類
型
に
お
い
て
も
、
一
連
の
犯
罪

行
為
を
証
明
し
得
な
い
場
合
に
は
犯
罪
収
益
を
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
一
九
九
二
年
改
正
に
際
し
、
薬

（
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）
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物
の
売
人
の
下
で
少
量
の
薬
物
と
多
額
の
現
金
が
発
見
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
薬
物
の
所
持
し
か
証
明
さ
れ
得
な
い
と
い
う
事
例
で
多

額
の
現
金
を
剝
奪
し
得
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
は
、
一
連
の
犯
罪
行
為
を
総
体
と
し
て
処

罰
対
象
と
す
る
構
成
要
件
を
定
め
る
と
い
う
方
法
に
よ
り
現
金
を
没
収
し
得
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
財
産
が
何
ら
か
の

犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
自
体
は
証
明
さ
れ
得
る
も
の
の
、
具
体
的
な
犯
罪
行
為
と
の
関
係
を
証
明
し
得
な
い
た
め
に
こ
れ
を
没
収

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
、
一
連
の
犯
罪
行
為
を
総
体
と
し
て
処
罰
対
象
と
す
る
構
成
要
件
を
定
め
得
る
こ
と
に
よ
り
十

分
に
解
消
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

第
二
款　

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
と
の
関
係

　

我
が
国
で
は
、
麻
薬
特
例
法
及
び
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
に
お
い
て
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
相
当
す
る
（
薬
物
）
犯
罪
収

益
等
（
以
下
、
薬
物
犯
罪
収
益
等
と
犯
罪
収
益
等
を
併
せ
て
「
犯
罪
収
益
等
」
と
い
う
。）
隠
匿
・
収
受
罪
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
麻

薬
特
例
法
六
条
・
七
条
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
一
〇
条
・
一
一
条
）。
隠
匿
・
収
受
に
係
る
犯
罪
収
益
等
や
こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
り
生

じ
た
財
産
等
は
没
収
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
（
麻
薬
特
例
法
一
一
条
一
項
三
号
な
い
し
五
号
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
一
三
条
一
項
五
号

な
い
し
七
号
）、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
罪
に
お
い
て
は
財
産
の
起
源
た
る
犯
罪
行
為
（
前
提
犯
罪
）
が
証
明
さ
れ
る
必
要
は
な
い
と
解
さ

れ
て
い
る
た
め
、
隠
匿
等
が
行
わ
れ
た
限
り
で
は
、
前
提
犯
罪
が
証
明
さ
れ
な
く
と
も
犯
罪
収
益
等
が
没
収
さ
れ
得
る
。
我
が
国
に
お

い
て
は
、
犯
罪
収
益
等
隠
匿
・
収
受
罪
と
単
純
な
形
式
の
没
収
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
財
産
と
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の
関
係

を
証
明
す
る
こ
と
の
困
難
へ
の
対
処
が
な
さ
れ
て
お
り
、
実
務
上
こ
の
方
法
に
よ
り
多
額
の
資
金
が
没
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
方
法
に
よ
る
没
収
は
、
犯
罪
収
益
等
の
隠
匿
や
収
受
を
理
由
と
し
て
有
罪
が
言
い
渡
さ
れ
た
場
合
に
の
み
可
能
な

も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
証
明
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
方
法
に
よ
り
犯
罪
収
益
を
没
収
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

（
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犯
罪
収
益
の
確
実
な
剝
奪
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
財
産
が
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
得
る
と
き
は
、
た

と
え
犯
罪
収
益
等
の
隠
匿
や
収
受
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
が
行
わ
れ
て
い
な
い
）
と
し
て
も
、

こ
れ
を
剝
奪
す
べ
き
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
さ
ら
に
、
財
産
と
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の
関
係
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
困
難
に
対
処
す
る
役
割
を
犯
罪
収
益
等
隠
匿
・
収
受
罪
と
没
収
の
組
合
せ
の
方
法
に
一
任
す
る
こ
と
は
、
犯
罪
収
益
の
確
実
な
剝
奪

や
（
場
合
に
よ
っ
て
は
）
被
害
回
復
の
実
現
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
過
度
に
犯
罪
収
益
等
隠
匿
・
収
受
罪
を
用
い
る
こ
と
に
も
繋
が
り

か
ね
な
い
（
そ
も
そ
も
処
罰
の
必
要
性
と
没
収
の
必
要
性
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
か
ら
、
犯
罪
化
に
よ
り
没
収
の
間
隙
を
埋
め
る
こ

と
は
、
没
収
手
段
の
拡
張
に
対
し
て
二
次
的
な
解
決
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。）。
そ
れ
ゆ
え
、
犯
罪
収
益
等
隠

匿
・
収
受
罪
と
没
収
の
組
合
せ
の
方
法
は
、
単
独
で
は
犯
罪
収
益
の
確
実
な
剝
奪
を
実
現
す
る
た
め
に
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
こ
れ
に
依
存
す
る
こ
と
が
犯
罪
収
益
等
隠
匿
・
収
受
罪
の
不
当
な
運
用
を
招
く
お
そ
れ
す
ら
あ
り
、
こ
の
方
法
に
よ
る
没
収
が

可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
新
た
な
剝
奪
手
段
が
不
要
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

第
二
節　

制
度
設
計
の
あ
り
方

　

第
一
款　

拡
大
没
収

　

財
産
と
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の
関
係
を
証
明
す
る
こ
と
の
困
難
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
拡
大
没
収
（
旧
拡
大

収
奪
）
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
具
体
的
な
犯
罪
行
為
（
き
っ
か
け
行
為
）
に
基
づ
く
有
罪
の
言
渡
し
に
際
し
、
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
に
由

来
す
る
財
産
を
そ
の
起
源
た
る
犯
罪
行
為
（
由
来
行
為
）
の
証
明
な
し
に
剝
奪
す
る
手
段
（
拡
大
没
収
）
を
導
入
す
る
こ
と
が
一
考
に

値
す
る
。
以
下
で
は
、
法
的
性
質
（
第
一
項
）、
適
用
範
囲
（
第
二
項
）、
財
産
の
犯
罪
由
来
の
証
明
（
第
三
項
）
及
び
補
充
性
（
第
四

項
）
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
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第
一
項　

法
的
性
質

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
前
記
の
と
お
り
、
没
収
が
付
加
刑
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
拡
大
没
収
に
お
い
て
は
、
有
罪
の

理
由
と
な
る
犯
罪
行
為
（
き
っ
か
け
行
為
）
は
言
渡
し
の
き
っ
か
け
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
に
よ
る
制
限
の
強
度
、
す
な
わ
ち
剝
奪
さ
れ
る

財
産
の
価
額
に
関
係
す
る
の
は
証
明
さ
れ
る
必
要
の
な
い
財
産
の
起
源
た
る
犯
罪
行
為
（
由
来
行
為
）
で
あ
る
か
ら
、
拡
大
没
収
を
き

っ
か
け
行
為
に
基
づ
く
刑
罰
と
し
て
設
計
す
る
と
、
責
任
主
義
や
無
罪
推
定
と
の
関
係
で
問
題
が
生
じ
る
。

　

他
方
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
立
法
者
及
び
判
例
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
収
益
の
没
収
全
般
が
不
当
利
得
返
還
請
求
類
似
の
性
格
を
備
え

た
非
刑
罰
の
処
分
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
責
任
主
義
や
無
罪
推
定
は
そ
も
そ
も
問
題
に
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
前
記
の
と
お
り
、

拡
大
没
収
を
き
っ
か
け
行
為
に
基
づ
く
刑
罰
と
し
て
設
計
す
る
と
責
任
主
義
や
無
罪
推
定
と
の
関
係
で
問
題
が
生
じ
る
こ
と
を
踏
ま
え

れ
ば
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
少
な
く
と
も
拡
大
没
収
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
非
刑
罰
の
処
分
と
し
て
設
計
す
べ
き
で
あ
る
。

　

な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
純
益
主
義
か
ら
総
額
主
義
へ
の
転
換
が
犯
罪
収
益
の
没
収
（
旧
収
奪
）
の
法
的
性
質
を
刑
罰
又
は
刑

罰
類
似
の
処
分
に
変
化
さ
せ
る
か
否
か
が
争
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
刑
罰
で
は
な
い
拡
大
没
収

に
よ
る
剝
奪
の
範
囲
が
総
額
に
及
ぶ
か
、
そ
れ
と
も
純
益
に
と
ど
ま
る
か
が
問
題
に
な
る
。
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

犯
罪
収
益
の
没
収
全
般
に
わ
た
る
研
究
が
必
要
に
な
る
た
め
、
紙
幅
の
関
係
上
、
詳
細
は
別
稿
に
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　

第
二
項　

適
用
範
囲

　

ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、（
旧
）
拡
大
収
奪
に
つ
い
て
は
、
き
っ
か
け
行
為
が
組
織
犯
罪
に
属
す
る
経
済
的
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
傾

向
の
あ
る
罪
の
犯
罪
行
為
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
適
用
範
囲
が
局
限
さ
れ
て
い
た
。
他
方
、
現
行
法
上
の
拡
大
没
収
に
つ

い
て
は
、
き
っ
か
け
行
為
に
な
り
得
る
犯
罪
行
為
が
限
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
拡
大
没
収

（
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）
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が
由
来
行
為
の
証
明
を
必
要
と
し
な
い
た
め
に
合
法
的
な
財
産
を
剝
奪
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

そ
の
適
用
範
囲
を
局
限
す
べ
き
で
あ
る
と
の
批
判
は
基
本
的
に
妥
当
な
も
の
と
言
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
拡
大
没

収
制
度
を
創
設
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
合
法
的
な
財
産
を
剝
奪
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
を
低
減
し
、
手
段
の
必
要
性
・
相
当
性
を
担
保
す

る
た
め
に
、
き
っ
か
け
行
為
を
組
織
犯
罪
に
関
係
し
、
か
つ
、
経
済
的
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
傾
向
の
あ
る
罪
の
犯
罪
行
為
に
限
定
す
る

な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
そ
の
適
用
範
囲
を
局
限
す
べ
き
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
組
織
犯
罪
に
お
い
て
は
、
利
得
目
的
で
様
々
な
形
態
の
犯
罪
行
為
が
敢
行
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
行
為
は
犯
罪
組
織
と

の
関
連
で
行
わ
れ
る
も
の
の
、
実
行
形
態
と
し
て
は
単
独
犯
で
あ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
な
ど
、
必
ず
し
も
犯
罪
行
為
自
体
が
組
織
的

な
形
態
で
行
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
拡
大
没
収
の
適
用
範
囲
を
組
織
的
な
形
態
で
行
わ
れ
た
犯
罪
行
為
に
限
定
す
る
の
は
狭
き

に
失
す
る
。
例
え
ば
単
純
な
窃
盗
に
は
、
一
方
で
犯
罪
組
織
に
何
ら
関
係
し
な
い
者
に
よ
る
万
引
き
等
、
組
織
犯
罪
に
何
ら
関
係
し
な

い
も
の
が
多
く
含
ま
れ
る
が
、
他
方
で
犯
罪
組
織
の
資
金
源
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
組
織
犯
罪
と
の
関
係
の
有
無

は
、
典
型
的
な
組
織
犯
罪
で
あ
る
か
否
か
で
は
な
く
、
犯
罪
組
織
の
資
金
源
に
な
り
得
る
犯
罪
類
型
で
あ
る
か
否
か
に
よ
り
判
断
す
べ

き
で
あ
る
。

　

麻
薬
特
例
法
や
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
に
お
い
て
は
、（
薬
物
）
犯
罪
収
益
の
前
提
犯
罪
に
な
り
得
る
罪
が
限
定
列
挙
さ
れ
て
い
る

（
麻
薬
特
例
法
二
条
二
項
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
二
条
二
項
）。
も
っ
と
も
、
拡
大
没
収
の
き
っ
か
け
行
為
が
財
産
の
起
源
た
る
行
為

（
由
来
行
為
）
と
は
別
の
犯
罪
行
為
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
提
犯
罪
は
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
行
為
客
体
た
る
（
薬
物
）
犯
罪

収
益
の
由
来
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る
。
近
年
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
前
提
犯
罪
は
（
我
が
国
を
含
め
て
）
世
界
的
に
拡
大
の

一
途
を
辿
っ
て
い
る
が
、
こ
の
傾
向
は
、
前
提
犯
罪
に
な
り
得
る
罪
を
限
定
し
て
し
ま
う
と
、
前
提
犯
罪
に
な
り
得
な
い
罪
の
犯
罪
行

為
が
財
産
の
起
源
で
あ
る
と
い
う
反
対
仮
説
を
排
斥
し
得
な
い
た
め
に
、
前
提
犯
罪
の
証
明
が
不
可
欠
で
は
な
い
と
い
う
マ
ネ
ー
・

（
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ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
利
点
が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
拡
大
没
収
の
言
渡
し
に
当
た
っ
て
は

き
っ
か
け
行
為
が
証
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
前
提
犯
罪
の
拡
大
傾
向
か
ら
拡
大
没
収
の
き
っ
か

け
行
為
を
広
く
設
定
す
べ
き
こ
と
は
導
き
出
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
、
き
っ
か
け
行
為
の
限
定
に
は
、
前
記
の
と
お
り
、
合
法
的
な
財
産

を
剝
奪
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
を
低
減
し
、
手
段
の
必
要
性
・
相
当
性
を
担
保
す
る
と
い
う
意
義
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
拡
大
没
収
の
適

用
範
囲
を
画
定
す
る
に
際
し
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
前
提
犯
罪
に
な
り
得
る
罪
の
範
囲
を
安
易
に
援
用
す
べ
き
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。

　

な
お
、
拡
大
没
収
の
適
用
範
囲
を
局
限
す
る
方
法
と
し
て
は
、
き
っ
か
け
行
為
を
限
定
す
る
方
法
以
外
に
も
、
財
産
が
得
ら
れ
た
時

期
や
財
産
の
価
額
を
限
定
す
る
な
ど
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
法
か
ら
示
唆
を
得
る
こ
と
は

難
し
く
、
他
国
の
法
制
度
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

第
三
項　

財
産
の
犯
罪
由
来
の
証
明

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
事
実
認
定
に
必
要
な
証
明
度
に
つ
い
て
は
、
民
事
裁
判
と
刑
事
裁
判
の
双
方
と
も
「
高
度
の
蓋
然
性
」
の
語

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
有
罪
認
定
に
と
っ
て
は
合
理
的
な
疑
い
を
差
し
挟
む
余
地
の
な
い
程
度
の
立
証
が
必
要

で
あ
る
の
に
対
し
、
民
事
裁
判
に
お
い
て
は
よ
り
低
い
証
明
度
に
よ
っ
て
事
実
が
認
定
さ
れ
て
い
る
と
分
析
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
少

な
く
と
も
刑
事
裁
判
と
同
程
度
の
証
明
度
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
記
の
と
お
り
、
拡
大
没
収
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
を
非
刑
罰
の
処
分
と
し
て
設
計
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
法
的
性
質
の
点
で
は
有
罪
認
定
と
同
程
度
の
高
い
証
明
度
が
要
求
さ
れ
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
判
例
に
よ
り
、
拡
大
没
収
が
非
刑
罰
の
処
分
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
少
な
く
と
も
財

（
141
）
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産
権
保
障
の
観
点
か
ら
客
体
の
違
法
行
為
由
来
に
関
し
て
有
罪
認
定
と
同
程
度
の
高
い
証
明
度
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
倣
え
ば
、

我
が
国
に
お
い
て
は
、
拡
大
没
収
を
言
い
渡
す
た
め
に
財
産
の
犯
罪
由
来
が
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
に
な
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
低
い
証
明
度
が
直
ち
に
財
産
権
保
障
に
反
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
財
産
の
犯
罪
由
来
の
証

明
度
（
あ
る
い
は
挙
証
責
任
の
所
在
）
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
は
立
法
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
我
が

国
に
お
い
て
は
、
前
記
の
と
お
り
、
麻
薬
特
例
法
上
、
薬
物
犯
罪
収
益
の
認
定
に
関
す
る
法
律
上
の
推
定
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
財
産
の
犯
罪
由
来
の
証
明
に
関
し
て
立
法
裁
量
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

　

そ
こ
で
拡
大
没
収
に
関
し
て
検
討
す
る
と
、（
拡
大
没
収
の
適
用
範
囲
を
組
織
犯
罪
に
限
定
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
）
組
織
犯

罪
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
犯
罪
収
益
が
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
さ
れ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
財
産
の
起
源
た
る
犯
罪
行
為
の
み
な
ら
ず
、

財
産
の
犯
罪
由
来
す
ら
証
明
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
薬
物
犯
罪
収
益
の
推
定
規
定
を
設
け
る
に
当
た
っ
て
は
反
証
の
容
易

性
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
が
、
拡
大
没
収
が
問
題
に
な
る
場
面
に
お
い
て
も
、
被
告
人
が
対
象
財
産
の
合
法
的
な
起
源
を
主
張
す
る
こ
と

は
基
本
的
に
は
容
易
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
も
っ
と
も
、
財
産
の
取
得
時
期
が
昔
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
起
源
を
主
張
・
立

証
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
た
め
、
対
象
財
産
の
取
得
時
期
を
直
近
何
年
か
に
限
定
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。）。
こ
れ
ら
の
点
は
、

低
い
証
明
度
を
設
定
す
る
方
向
に
働
く
。
し
か
し
他
方
で
、
拡
大
没
収
に
お
い
て
は
由
来
行
為
が
証
明
さ
れ
な
い
た
め
に
合
法
的
な
財

産
が
剝
奪
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
被
告
人
の
権
利
保
障
の
点
で
は
高
い
証
明
度
を
設
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
拡
大
没
収
が
言

い
渡
さ
れ
る
た
め
に
は
き
っ
か
け
行
為
の
実
行
が
証
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
た
と
え
き
っ
か
け
行
為
を
経
済
的
利
益
を
生
じ
さ
せ

る
傾
向
の
あ
る
罪
の
犯
罪
行
為
に
限
定
し
た
と
し
て
も
、
き
っ
か
け
行
為
の
実
行
は
財
産
の
犯
罪
由
来
を
強
く
推
認
さ
せ
る
も
の
で
は

な
く
、
合
法
的
な
財
産
が
剝
奪
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
さ
ら
に
、
拡
大
没
収
は
刑
事
手
続
で
言
い
渡
さ
れ
、

そ
の
審
理
に
お
い
て
は
捜
査
機
関
が
収
集
し
た
証
拠
が
用
い
ら
れ
る
か
ら
、
高
い
証
明
度
を
要
求
し
た
と
し
て
も
拡
大
没
収
制
度
の
有

（
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用
性
は
損
な
わ
れ
ず
、
立
証
の
困
難
性
は
決
定
打
に
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
財
産
の
犯
罪
由
来
に
つ
い

て
は
、
特
に
合
法
的
な
財
産
が
剝
奪
さ
れ
る
お
そ
れ
を
低
減
す
る
必
要
性
を
重
視
し
、
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
を

要
求
す
べ
き
で
あ
る
（
挙
証
責
任
は
転
換
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
法
律
上
の
推
定
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
も
な
い
。）。

　

も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
法
の
（
旧
）
拡
大
収
奪
に
関
し
て
連
邦
通
常
裁
判
所
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
財
産
の
犯
罪
由
来
の
証
明
に
つ

い
て
は
過
度
の
要
求
が
な
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
高
い
証
明
度
を
設
定
す
る
こ
と
が
、
実
質
的
に
由
来
行
為
の
証
明
な
し
で
は
財
産
の
犯

罪
由
来
を
証
明
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　

第
四
項　

補
充
性

　

拡
大
没
収
に
お
い
て
は
、
由
来
行
為
が
証
明
さ
れ
な
い
た
め
に
合
法
的
な
財
産
が
剝
奪
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

基
本
的
に
は
現
行
法
上
の
没
収
が
優
先
し
、
単
純
没
収
の
要
件
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
初
め
て
拡
大
没
収
が
問
題
に
な
る
こ
と
と
す

べ
き
で
あ
る
。

　

第
二
款　

有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収

　

お
よ
そ
具
体
的
な
犯
罪
行
為
を
証
明
し
得
な
い
場
合
の
剝
奪
の
間
隙
を
埋
め
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
財
産

を
有
罪
判
決
（
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の
証
明
）
に
基
づ
か
ず
に
剝
奪
す
る
手
段
（
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
）
を
導
入
す
る
こ
と

が
一
考
に
値
す
る
。
以
下
で
は
、
拡
大
没
収
と
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
の
相
違
点
に
着
目
し
つ
つ
、
法
的
性
質
（
第
一
項
）、

適
用
範
囲
（
第
二
項
）、
財
産
の
犯
罪
由
来
の
証
明
（
第
三
項
）
及
び
補
充
性
（
第
四
項
）
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
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第
一
項　

法
的
性
質

　

有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
犯
罪
行
為
が
お
よ
そ
証
明
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
れ
を
刑
罰
と
し
て
正
当
化

す
る
余
地
は
な
く
、
こ
れ
を
非
刑
罰
の
処
分
と
し
て
設
計
す
べ
き
で
あ
る
。

　

な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
改
正
に
際
し
、
立
法
者
に
よ
り
、
拡
大
独
立
没
収
の
手
続
が
対
物
手
続
で
あ
り
、
人
に

対
し
て
は
向
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
直
ち
に
拡
大
独
立
没
収
の
非
刑
罰
的
性
格
が
導
き
出
さ
れ
、
憲
法
上
は
専
ら
財
産
権
保
障
に

関
す
る
基
本
法
一
四
条
が
問
題
に
な
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
拡
大
独
立
没
収
に
お
い
て
は
、
由
来
行
為
の
み
な
ら
ず
、
き

っ
か
け
行
為
も
証
明
さ
れ
な
い
た
め
、
拡
大
独
立
没
収
を
刑
罰
と
し
て
正
当
化
し
得
ず
、
こ
れ
が
非
刑
罰
的
性
格
を
有
す
る
こ
と
に
な

る
と
い
う
限
り
で
は
、
立
法
者
の
説
明
に
誤
り
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
一
部
の
学
説
は
、
非
刑
罰
的
性
格
を
前
提
と
す
れ
ば
、
対
象
者

に
経
済
的
損
失
が
生
じ
る
こ
と
を
正
当
化
し
得
な
い
と
し
て
、
拡
大
独
立
没
収
が
刑
罰
的
性
格
を
有
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
議

論
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
に
お
い
て
も
、
拡
大
没
収
と
同
様
、
剝
奪
の
範
囲
が
総
額
に
及
ぶ
か
、
そ
れ

と
も
純
益
に
と
ど
ま
る
か
が
問
題
に
な
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
と
お
り
、
別
稿
に
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　

第
二
項　

適
用
範
囲

　

有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
拡
大
独
立
没
収
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
き
っ
か
け
行

為
の
嫌
疑
を
理
由
と
す
る
捜
査
手
続
で
押
収
さ
れ
た
財
産
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
法
の
拡
大
独
立
没
収
に

お
い
て
は
、
き
っ
か
け
行
為
の
嫌
疑
が
保
全
時
に
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
立
法
論
上
は
、
有
罪
判
決
に
基

づ
か
な
い
没
収
の
適
用
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
罪
の
犯
罪
行
為
の
嫌
疑
を
理
由
と
す
る
手
続
で
財
産
を
押
収
な
い
し
保
全
し
た
後
、
そ
の

適
用
範
囲
に
含
ま
れ
る
罪
の
犯
罪
行
為
の
嫌
疑
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
後
者
の
嫌
疑
を
理
由
と
す
る
手
続
で
も
そ
の
財
産
を
押
収
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な
い
し
保
全
し
得
る
と
き
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
有
罪
判
決
に
基
づ
か
ず
に
没
収
し
得
る
こ
と
と
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
刑
事
政
策
上
の
必
要
性
が
考
慮
さ
れ
、
拡
大
独
立
没
収
の
き
っ
か
け
行
為
が
テ
ロ
リ
ズ
ム
及
び

組
織
犯
罪
に
属
す
る
重
大
な
罪
の
犯
罪
行
為
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
が
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の
証
明
を

お
よ
そ
必
要
と
し
な
い
重
大
な
権
利
制
限
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
を
導

入
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
主
に
組
織
犯
罪
対
策
の
観
点
か
ら
、
き
っ
か
け
行
為
に
な
り
得
る
罪
を
限
定
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
そ

の
適
用
範
囲
を
拡
大
没
収
と
比
べ
て
も
狭
く
局
限
す
べ
き
で
あ
る
。

　

き
っ
か
け
行
為
に
な
り
得
る
罪
を
限
定
す
る
方
法
を
と
る
の
で
あ
れ
ば
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
を
こ
れ
に
含
め
て
よ
い
か

否
か
が
問
題
に
な
る
。
確
か
に
組
織
犯
罪
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
犯
人
あ
る
い
は
犯
罪
組

織
の
手
元
に
あ
る
財
産
の
由
来
の
捜
査
や
前
提
犯
罪
の
解
明
が
困
難
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
嫌
疑
し
か

認
め
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
得
る
財
産
を
没
収
す
る
必
要
性
は
高
い
。
し
か

し
、
我
が
国
に
お
い
て
も
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
前
提
犯
罪
は
広
範
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い

没
収
の
適
用
範
囲
に
含
め
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
媒
介
と
し
て
多
く
の
罪
が
間
接
的
に
き
っ
か
け
行
為
に
な
り
得
る
罪
に
含
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
適
用
範
囲
を
狭
く
局
限
す
る
意
味
が
な
く
な
り
か
ね
な
い
か
ら
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
を
含
め
る
こ

と
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
嫌
疑
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
理

由
と
し
て
捜
査
手
続
を
開
始
し
、
捜
査
の
結
果
、
具
体
的
な
前
提
犯
罪
の
嫌
疑
が
生
じ
る
場
合
も
少
な
く
な
く
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
前
提
犯
罪
の
嫌
疑
を
理
由
と
し
て
財
産
を
押
収
・
保
全
し
、
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
を
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
嫌
疑
を
出
発
点
と
し
て
捜
査
を
開
始
し
、
捜
査
を
尽
く
し
て
も
前
提
犯
罪
の
嫌
疑

す
ら
生
じ
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
に
ま
で
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
を
言
い
渡
し
得
る
こ
と
と
す
れ
ば
、
誤
判
の
お
そ
れ
が
よ
り
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一
層
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
合
法
的
な
財
産
が
剝
奪
さ
れ
る
お
そ
れ
を
低
減
す
る
た
め
に
は
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ

ン
グ
罪
を
き
っ
か
け
行
為
に
な
り
得
る
罪
か
ら
除
外
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　

第
三
項　

財
産
の
犯
罪
由
来
の
証
明

　

財
産
の
犯
罪
由
来
に
関
す
る
証
明
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
拡
大
没
収
に
お
け
る
議
論
を
援
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

低
い
証
明
度
が
直
ち
に
財
産
権
保
障
に
反
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
財
産
の
犯
罪
由
来
の
証
明
度
（
あ
る
い
は
挙
証
責
任
の
所
在
）
に
つ

い
て
い
か
な
る
要
求
を
す
る
か
は
、
立
法
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

前
記
の
と
お
り
、
経
済
的
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
傾
向
の
あ
る
罪
の
犯
罪
行
為
（
き
っ
か
け
行
為
）
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
他
の
事
情

に
よ
る
客
体
の
違
法
行
為
由
来
の
推
認
を
補
強
す
る
程
度
の
推
認
力
を
持
つ
が
、
拡
大
没
収
と
は
異
な
り
、
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い

没
収
に
お
い
て
は
、
き
っ
か
け
行
為
の
嫌
疑
が
在
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
た
め
、
対
象
者
の
権
利
保
障
の
点
で
高
い
証
明
度
を
設
定
す
る

必
要
性
が
よ
り
高
い
。
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
に
お
い
て
も
、
財
産
の
犯
罪
由
来
に
つ
い
て
は
、
合
法
的
な
財
産
が
剝
奪
さ
れ

る
お
そ
れ
を
低
減
す
る
必
要
性
を
重
視
し
、
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
（
挙
証
責
任
が
転
換

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
法
律
上
の
推
定
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
も
な
い
。）。

　
　

第
四
項　

補
充
性

　

有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
は
、
由
来
行
為
の
み
な
ら
ず
、
き
っ
か
け
行
為
の
証
明
も
必
要
と
し
な
い
重
大
な
権
利
制
限
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
が
用
い
ら
れ
る
の
は
現
行
法
上
の
没
収
や
拡
大
没
収
に
よ
っ
て
は
犯
罪
収
益
を
剝
奪
し
得
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
と

す
べ
き
で
あ
る
。

（
145
）

（
146
）
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第
三
款　

二
つ
の
剝
奪
手
段
の
関
係

　

前
記
の
と
お
り
、
拡
大
没
収
と
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
を
い
ず
れ
も
組
織
犯
罪
対
策
の
手
段
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
両
者

の
関
係
が
問
題
に
な
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
が
由
来
行
為
の
み
な
ら
ず
、
き
っ
か
け
行
為
の
証

明
も
必
要
と
し
な
い
重
大
な
権
利
制
限
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
ま
ず
第
一
に
拡
大
没
収
に
よ
る
解
決
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
特
に
組
織
犯
罪
に
お
い
て
は
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の
証
明
が
構
造
的
に
困
難
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
困
難
を
き
っ
か
け
行
為
の
証
明
を
要
件
と
す
る
拡
大
没
収
に
よ
り
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
組
織
犯
罪
の
中
で
も
真
相
解

明
が
特
に
困
難
な
犯
罪
類
型
に
お
い
て
は
、
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
が
必
要
に
な
る
。

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
現
行
法
上
、
形
式
的
な
意
味
に
お
け
る
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
制
度
す
ら
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
財

産
の
起
源
た
る
犯
罪
行
為
が
証
明
さ
れ
得
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
手
続
上
の
障
害
に
よ
り
訴
追
又
は
有
罪
の
言
渡
し
が
可
能
で
な
い
と

き
は
、
犯
罪
収
益
を
没
収
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ド
イ
ツ
法
と
は
出
発
点
が
異
な
り
、
現
行
の
法
制
度
と
の
親
和
性
の

点
で
は
、
有
罪
判
決
に
基
づ
い
て
刑
事
手
続
内
で
言
い
渡
さ
れ
る
拡
大
没
収
が
比
較
的
親
和
性
の
高
い
手
段
で
あ
る
と
言
え
る
。
も
っ

と
も
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
拡
大
独
立
没
収
は
、
他
の
独
立
没
収
と
は
異
な
り
、
英
米
法
圏
の
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
や
イ

タ
リ
ア
法
の
前
犯
罪
的
予
防
処
分
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
導
入
が
異
質
な
も
の
の
受
容
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
我

が
国
に
お
い
て
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
付
加
刑
と
し
て
の
没
収
の
み
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
よ
う
な
異
質
さ
に

よ
り
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
四
章　

結
び
に
代
え
て

　

本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
（
旧
）
拡
大
収
奪
、
拡
大
没
収
及
び
拡
大
独
立
没
収
の
沿
革
や
内
容
、
こ
れ
ら
を
巡
る
議
論
を
参
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考
に
し
て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
現
行
法
上
の
没
収
あ
る
い
は
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
よ
っ
て
は
犯
罪
収
益
の
確
実
な
剝

奪
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
拡
大
没
収
や
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
の
よ
う
な
新
た
な
剝
奪
手
段
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
示
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
剝
奪
手
段
に
関
し
て
若
干
の
立
法
論
を
展
開
し
た
。

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
現
行
法
上
、
没
収
が
付
加
刑
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
拡
大
没
収
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
非
刑
罰
の
処

分
と
し
て
設
計
す
べ
き
で
あ
る
。
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
、
拡
大
没
収
が
財
産
の
起
源
た
る
犯
罪
行
為
の
証
明
を
必
要
と
し
な
い
た
め

に
合
法
的
な
財
産
を
剝
奪
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
組
織
犯
罪
対
策
の
観
点
や
経
済
的
利
益
を

生
じ
さ
せ
る
傾
向
と
い
う
観
点
か
ら
こ
れ
を
局
限
す
べ
き
で
あ
る
。
財
産
の
犯
罪
由
来
の
証
明
に
つ
い
て
は
、
低
い
証
明
度
が
直
ち
に

財
産
権
保
障
に
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
か
は
立
法
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
が
、
特
に
合
法
的
な
財
産
が
剝
奪
さ
れ
る
お
そ
れ
を
低
減
す
る
必
要
性
を
重
視
し
、
財
産
の
犯
罪
由
来
が
合
理
的
な
疑
い
を
超
え

て
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
過
度
の
要
求
が
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。）。

　

有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
拡
大
没
収
に
お
け
る
議
論
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
有
罪
判
決

に
基
づ
か
な
い
没
収
は
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の
証
明
を
お
よ
そ
必
要
と
し
な
い
重
大
な
権
利
制
限
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
分
だ
け
正
当
化

さ
れ
る
範
囲
が
狭
く
な
る
。
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
、
き
っ
か
け
行
為
に
な
り
得
る
罪
を
限
定
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
そ
の
適
用

範
囲
を
拡
大
没
収
と
比
べ
て
も
狭
く
局
限
す
る
必
要
が
あ
る
。
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
含
め
る
と
す
れ

ば
適
用
範
囲
を
狭
く
局
限
す
る
意
味
が
な
く
な
り
か
ね
な
い
か
ら
、
き
っ
か
け
行
為
に
な
り
得
る
罪
に
含
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
財
産

の
犯
罪
由
来
の
証
明
に
つ
い
て
は
、
拡
大
没
収
と
同
様
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
か
は
立
法
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
合
法
的
な
財
産
が
剝
奪
さ
れ
る
お
そ
れ
を
低
減
す
る
た
め
に
、
財
産
の
犯
罪
由
来
が
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
て

認
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。
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拡
大
没
収
と
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の
権
利
保
障
の
観
点
か
ら
、
ま
ず
第
一
に
拡
大
没
収
に

よ
る
解
決
を
図
る
べ
き
で
あ
る
が
、
真
相
解
明
が
特
に
困
難
な
犯
罪
類
型
に
お
い
て
は
、
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
を
導
入
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

以
上
の
立
法
論
は
、
適
用
範
囲
や
財
産
の
犯
罪
由
来
の
証
明
に
つ
い
て
も
試
論
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
上
、
本
稿
で
は
詳
細
に

取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
剝
奪
の
範
囲
（
総
額
主
義
か
純
益
主
義
か
）
は
犯
罪
収
益
の
没
収
全
般
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題

で
あ
り
、
こ
れ
を
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
ド
イ
ツ
法
を
比
較
対
象
と
し
た
が
、
没
収
制
度
は
多
数
の
国
家

に
お
い
て
多
様
な
形
態
で
設
け
ら
れ
て
お
り
、
制
度
設
計
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
多
様
な
制
度
を
広
く
参
照
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
か
ら
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
語
圏
の
他
の
国
家
や
米
国
、
英
国
、
イ
タ
リ
ア
等
の
法
制
度
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

BT
-D

rs. 18/9525, S. 48. 

も
っ
と
も
、
実
務
上
は
遺
失
物
に
関
す
る
民
法
上
の
規
定
（
九
八
三
条
、
九
七
九
条
以
下
）
が
適
用
さ
れ
得

た
（
刑
事
手
続
及
び
過
料
手
続
の
指
針
（RiStBV
）
七
五
号
四
項
。V

gl. Frank M
eyer, "Reform

iert die Rückgew
innungshilfe!", 

ZStW
 127 (2015), S. 241, 271

）。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
州
法
上
、「
予
防
的
利
益
剝
奪
（präventive Gew

innabschöpfung

）」
と
呼
ば
れ

る
制
度
も
あ
る
（vgl. dazu Ernst H

unsicker, Strafrechtlich V
erm

ögensabschöpfung und Präventive Gew
innabschöpfung, 

K
rim

inalistik 2018, S. 670

）。

拡
大
独
立
没
収
に
お
い
て
は
、
拡
大
没
収
と
は
異
な
り
、
違
法
行
為
の
証
明
が
全
く
要
求
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
単
に
拡
大
没
収
を
独
立

に
言
い
渡
す
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
「
拡
大
独
立
没
収
」
と
い
う
呼
称
は
若
干
正
確
性
を
欠
く
も
の
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
他
に
よ
り
適
切
な
呼
称
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
、「
拡
大
独
立
没
収
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。

邦
訳
は
、
ジ
ン
（
仲
道
゠
大
関
訳
）・
前
掲
注
（
94
）
一
四
四
頁
、
一
四
九
頁
に
倣
っ
た
。

BT
-D

rs. 18/9525, S. 58, 73.

（
96
）

（
97
）

（
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）

（
99
）
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論　　　説
Ebd., S. 58. 

そ
れ
ゆ
え
、
拡
大
独
立
没
収
は
刑
法
上
の
財
産
剝
奪
の
法
的
性
質
及
び
目
的
に
関
す
る
判
例
に
合
致
し
て
い
る
と
説
明
さ

れ
て
い
る
（ebd. unter V

erw
eis auf BV

erfGE 110, 1 Rn. 102 f.

）。

Etw
a Rönnau/Begem

eier, a.a.O
. (A

nm
. 72), S. 264; S/S/Eser/Schuster, 30. A

ufl., 

§76a Rn. 10.
V

gl. S/S/Eser/Schuster, 30. A
ufl., 

§76a Rn. 11.
V

gl. K
K

-StPO
/K

arin Spillecke, 8. A
ufl., 2019, 

§111b Rn. 7.
端
緒
の
嫌
疑
は
、
捜
査
手
続
を
開
始
す
る
の
に
必
要
な
嫌
疑
で
あ
り
、
犯
罪
行
為
の
存
在
の
単
な
る
推
量
で
は
足
り
な
い
が
、
そ
の
閾
値

は
か
な
り
低
く
設
定
さ
れ
る
（K

K
-StPO

/H
erbert D

iem
er, 8. A

ufl., 2019, 

§152 Rn. 7; vgl. dazu im
 einzelnen Elisa H

oven, D
ie 

Grenzen des A
nfangsverdachts, N

StZ 2014, S. 361, 362 f.

）。

S/S/Eser/Schuster, 30. A
ufl., 

§76a Rn. 11; LK
-StGB/Lohse, 13. A

ufl., 

§76a Rn. 19; vgl. auch BGH
St 64, 186 Rn. 27. 

こ

れ
に
対
し
、
没
収
の
決
定
時
に
カ
タ
ロ
グ
行
為
の
実
行
が
優
越
的
蓋
然
性
を
も
っ
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
と
し

て
、K

raushaar, a.a.O
. (A

nm
. 80), S. 289 f.

V
gl. BGH

St 64, 186 Rn. 23 ff.; LK
-StGB/Lohse, 13. A

ufl., 

§76a Rn. 33.
BT

-D
rs. 18/9525, S. 73; vgl. auch K

raushaar, a.a.O
. (A

nm
. 80), S. 289.

Gerson T
rüg, D

ie Reform
 der strafrechtlichen V

erm
ögensabschöpfung, N

JW
 2017, S. 1913, 1916; vgl. auch 

M
üK

oStGB/W
olfgang Joecks/M

arkus M
eißner, 4. A

ufl., 2020

（
以
下
「M

üK
oStGB/Joecks/M

eißner, 4. A
ufl.

」
と
略
記
す

る
。）, 

§76a Rn. 15.
M

eyer, a.a.O
. (A

nm
. 79), S. 352; LK

-StGB/Lohse, 13. A
ufl., 

§76a Rn. 35; vgl. auch K
ai-D

. Bussm
ann/M

iguel V
eljovic, 

D
ie hybride strafrechtliche V

erfolgung der Geldw
äsche, N

ZW
iSt 2020, S. 417, 422.

Rönnau/Begem
eier, a.a.O

. (A
nm

. 72), S. 262; Saliger, a.a.O
. (A

nm
. 80), S. 1024 f.; K

orte, a.a.O
. (A

nm
. 83), S. 8 f.; LK

-
StGB/Lohse, 13. A

ufl., 

§76a Rn. 36. 

マ
イ
ヤ
ー
は
、
か
つ
て
、
保
全
さ
れ
た
客
体
は
カ
タ
ロ
グ
行
為
に
由
来
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述

べ
て
い
た
（M

eyer, a.a.O
. (A

nm
. 79), S. 345

）
が
、
後
の
論
考
で
は
、
こ
の
記
述
は
き
っ
か
け
手
続
と
由
来
行
為
の
内
的
証
明
関
係
に
焦

点
を
当
て
た
も
の
で
あ
り
、
理
論
的
に
は
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
行
為
が
由
来
行
為
に
な
り
得
る
と
述
べ
て
い
る
（ders., A

bschöpfung von 
V

erm
ögen unklarer H

erkunft, N
ZW

iSt 2018, S. 246, 247

）。

（
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）

（
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）

（
102
）
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（二・完）
BT

-D
rs. 18/9525, S. 73.

邦
訳
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
刑
事
局
編
『
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
（
刑
事
法
制
資
料
）』（
法
務
省
刑
事
局
、
二
〇
一
八
）
二
三
六
頁
以
下
を

参
考
に
し
た
。

BT
-D

rs. 18/9525, S. 92. 

刑
訴
法
四
三
七
条
は
拡
大
独
立
没
収
の
た
め
の
規
定
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
列
挙
さ
れ
た
諸
事
情
は
拡
大
没
収

に
と
っ
て
も
特
別
な
重
み
を
持
つ
（ebd., S. 66

）。

V
gl. ebd., S. 58, 92 und BT

-D
rs. 18/11640, S. 89; auch BGH

St 64, 186 Rn. 17. 

連
邦
政
府
法
案
に
お
い
て
は
、
自
由
心
証
主
義

が
制
限
さ
れ
な
い
旨
が
本
条
二
項
で
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
同
項
は
純
粋
な
確
認
規
定
で
あ
り
過
剰
で
あ
る
と
し
て
削
除
さ
れ
た

（vgl. K
orte, a.a.O

. (A
nm

. 83), S. 9

）。

M
eyer, a.a.O

. (A
nm

. 79), S. 346 ff.; Saliger, a.a.O
. (A

nm
. 80), S. 1028; a.A

. Patrick H
inderer/Lisa Blechschm

itt, D
ie 

erw
eiterte selbständige Einziehung nach 

§76a A
bs. 4 StGB i.V

.m
. 

§437 StPO
, N

ZW
iSt 2018, S. 179, 180.

K
raushaar, a.a.O

. (A
nm

. 80), S. 291; LK
-StGB/Lohse, 13. A

ufl., 

§76a Rn. 31; auch K
orte, a.a.O

. (A
nm

. 83), S. 9; K
arl 

Lackner/K
ristian K

ühl/M
artin H

eger, StGB, 29. A
ufl., 2018, 

§76a Rn. 9; vgl. auch BT
-D

rs. 18/9525, S. 58.
BT

-D
rs. 18/9525, S. 73; M

üK
oStGB/Joecks/M

eißner, 4. A
ufl., 

§76a Rn. 17; LK
-StGB/Lohse, 13. A

ufl., 

§76a Rn. 28.
BT

-D
rs. 18/9525, S. 92. 

他
方
、
刑
法
七
六
条
ａ
第
一
項
な
い
し
三
項
に
定
め
る
独
立
没
収
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
対
物
訴
訟

で
あ
る
と
い
う
も
の
は
見
当
た
ら
ず
、
こ
れ
と
同
様
の
構
造
を
持
つ
没
収
を
含
む
前
記
Ｅ
Ｕ
指
令
（
第
二
節
第
一
款
）
の
没
収
を
、
仮
に
対
象

者
が
出
廷
し
得
た
な
ら
ば
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
者
に
対
し
て
言
い
渡
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
対
物
訴
訟
で
は
な
い
と
解
す
る
も
の

も
あ
る
（Robert Esser, A

 Civil A
sset Recovery M

odel, in N
on-Conviction-Based Confiscation in Europe, supra note 3, at 

69, 70

）。

BT
-D

rs. 18/9525, S. 92; vgl. auch 19/24180, S. 13, 29 f.
BT

-D
rs. 18/9525, S. 92.

Ebd., S. 89. 

た
だ
し
、
公
判
手
続
に
お
け
る
没
収
参
加
人
の
地
位
を
定
め
る
刑
訴
法
四
二
七
条
に
関
す
る
説
明
で
あ
り
、
拡
大
独
立
没

収
以
外
の
独
立
没
収
の
手
続
に
も
妥
当
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

Rolf E. K
öllner/Jörg M

ück, Reform
 der strafrechtlichen V

erm
ögensabschöpfung, N

ZI 2017, S. 593, 598; H
ellen 

（
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論　　　説
Schilling/Y

annic H
übner, "N

on-conviction-based confiscation", StV
 2018, S. 49, 51; S/S/Eser/Schuster, 30. A

ufl., 

§76a Rn. 
14; M

üK
oStGB/Joecks/M

eißner, 4. A
ufl., 

§76a Rn. 25.
K

raushaar, a.a.O
. (A

nm
. 80), S. 292.

Bussm
ann/V

eljovic, a.a.O
. (A

nm
. 109), S. 424; vgl. auch K

raushaar, a.a.O
. (A

nm
. 80), S. 292 f.; LK

-StGB/Lohse, 13. 
A

ufl., 
§76a Rn. 32.

本
款
第
四
項
参
照
。

Florian Becker/Bastian H
euer, D

ie Rechtsnatur der Regelungen zur strafrechtlichen V
erm

ögensabschöpfung, 
N

ZW
iSt 2019, S. 411, 416 f.

古
田
佑
紀
゠
齊
藤
勲
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
薬
物
五
法
Ⅰ
〔
麻
薬
等
特
例
法
〕』
二
九
頁
〔
古
田
〕（
青
林
書
院
、
一
九
九
四
）。
上
田

哲
「
判
解
」
最
判
解
刑
事
篇
平
成
一
七
年
度
四
五
三
頁
、
四
七
七
頁
（
二
〇
〇
五
）
も
参
照
。

古
田
゠
齊
藤
編
・
前
掲
注
（
127
）
三
〇
頁
〔
古
田
〕。
本
罪
の
訴
因
の
特
定
に
関
す
る
最
一
小
決
平
成
一
七
年
一
〇
月
一
二
日
刑
集
五
九

巻
八
号
一
四
二
五
頁
も
参
照
。

遊
技
機
を
設
置
し
て
行
う
と
い
う
形
態
の
常
習
賭
博
に
つ
い
て
も
、
判
例
上
、
個
々
の
賭
博
行
為
が
特
定
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
そ
の
全

体
が
あ
る
程
度
概
括
的
に
特
定
さ
れ
て
い
れ
ば
訴
因
の
特
定
と
し
て
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
最
三
小
決
昭
和
六
一
年
一
〇
月

二
八
日
刑
集
四
〇
巻
六
号
五
〇
九
頁
）
た
め
、
こ
の
種
の
事
案
に
お
い
て
は
、
個
々
の
賭
博
行
為
と
の
関
係
が
証
明
さ
れ
な
く
と
も
一
連
の
犯

行
に
よ
る
収
益
が
没
収
さ
れ
得
る
（
池
田
修
「
判
解
」
最
判
解
刑
事
篇
昭
和
六
一
年
度
二
五
七
頁
、
二
七
一
頁
（
一
九
八
九
）
参
照
。
多
額
の

収
益
を
個
々
の
賭
博
行
為
の
特
定
な
し
に
没
収
し
た
と
推
察
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
大
阪
地
判
平
成
一
八
年
一
一
月
一
七
日
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
二

八
一
三
五
〇
六
五
、
大
阪
高
判
平
成
二
一
年
一
〇
月
六
日
高
検
速
報
（
平
二
一
）
号
一
七
一
頁
、
東
京
高
判
平
成
二
一
年
一
〇
月
二
〇
日
高
刑

集
六
二
巻
四
号
一
頁
等
）。

　

特
殊
な
例
で
あ
る
が
、
街
頭
募
金
詐
欺
事
犯
に
お
い
て
も
、
判
例
上
、
一
連
の
街
頭
募
金
詐
欺
が
包
括
一
罪
に
な
り
、
個
々
の
詐
欺
行
為
の

日
時
や
場
所
、
被
害
者
、
被
害
金
額
が
特
定
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
訴
因
の
特
定
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
さ
れ
て
お
り
（
最
二
小
決
平
成

二
二
年
三
月
一
七
日
刑
集
六
四
巻
二
号
一
一
一
頁
）、
こ
れ
を
前
提
と
す
る
と
、
個
々
の
詐
欺
行
為
と
の
関
係
が
証
明
さ
れ
な
く
と
も
一
連
の

犯
行
の
収
益
が
没
収
さ
れ
得
る
（
た
だ
し
、
詐
欺
の
犯
罪
収
益
は
、
い
わ
ゆ
る
犯
罪
被
害
財
産
に
該
当
し
、
原
則
と
し
て
没
収
・
追
徴
が
禁
止

（
123
）

（
124
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（二・完）

さ
れ
て
い
る
（
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
一
三
条
二
項
、
一
六
条
一
項
た
だ
し
書
）。）。

　

さ
ら
に
、
売
春
事
犯
に
お
い
て
は
、
代
償
は
、
直
接
に
は
周
旋
に
よ
り
得
ら
れ
て
い
る
が
、
売
春
（
を
さ
せ
る
）
契
約
に
基
づ
い
て
継
続
的

に
売
春
を
行
わ
せ
て
い
た
場
合
に
は
、
証
明
さ
れ
て
い
な
い
周
旋
に
よ
り
得
ら
れ
た
代
償
を
（
い
わ
ば
間
接
的
に
）
売
春
契
約
に
よ
り
得
た
財

産
と
し
て
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
大
阪
高
判
平
成
二
四
年
五
月
二
五
日
高
検
速
報
（
平
二
四
）
号
一
八
八
頁
）。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
証
明

さ
れ
た
売
春
契
約
に
基
づ
い
て
代
償
を
没
収
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
直
接
の
起
源
た
る
個
々
の
周
旋
の
証
明
な
し
に
一
連
の
周

旋
の
代
償
を
没
収
し
得
る
と
い
う
意
味
で
財
産
の
犯
罪
由
来
に
関
す
る
証
明
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

麻
薬
特
例
法
一
四
条
を
適
用
し
た
裁
判
例
と
し
て
、
東
京
地
判
平
成
一
一
年
三
月
二
五
日
判
時
一
六
九
〇
号
一
五
六
頁
、
最
一
小
決
令
和

二
年
六
月
二
三
日
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
二
五
五
六
六
四
三
九
。

古
田
゠
齊
藤
編
・
前
掲
注
（
127
）
七
〇
頁
以
下
〔
古
田
〕。

な
お
、
麻
薬
特
例
法
一
四
条
は
、
没
収
の
み
な
ら
ず
、
薬
物
犯
罪
収
益
等
隠
匿
罪
等
の
成
否
に
関
す
る
認
定
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る

（
古
田
゠
齊
藤
編
・
前
掲
注
（
127
）
七
一
頁
以
下
〔
古
田
〕、
東
京
地
判
平
成
一
一
年
三
月
二
五
日
判
時
一
六
九
〇
号
一
五
六
頁
。
井
上
正
仁

「
麻
薬
新
法
と
推
定
規
定
」
研
修
五
二
三
号
一
三
頁
、
一
八
頁
以
下
（
一
九
九
二
）
も
参
照
）。

井
上
・
前
掲
注
（
132
）
一
七
頁
以
下
参
照
。

な
お
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
関
税
法
六
七
条
の
許
可
を
受
け
な
い
で
輸
出
入
さ
れ
る
貨
物
が
無
許
可
輸
出
入
罪
（
関
税
法
一
一
一
条
）

に
係
る
犯
罪
組
成
物
件
（
刑
法
一
九
条
一
項
一
号
）
と
し
て
没
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
（
金
地
金
の
密
輸
事
犯
に
お
い
て
こ
の
方
法
に
よ
り
金

地
金
及
び
現
金
を
没
収
し
た
裁
判
例
と
し
て
、
福
岡
高
判
平
成
三
〇
年
六
月
一
九
日
高
検
速
報
（
平
三
〇
）
号
四
四
九
頁
）、
こ
の
方
法
に
よ

れ
ば
理
論
上
は
税
関
で
発
見
さ
れ
た
犯
罪
収
益
と
思
し
き
多
額
の
財
産
を
没
収
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
無
許
可
輸
出

入
罪
に
係
る
犯
罪
組
成
物
件
と
し
て
犯
則
貨
物
を
没
収
し
得
る
と
す
る
こ
と
自
体
、
解
釈
論
上
あ
る
い
は
立
法
論
上
疑
問
が
あ
る
上
、
仮
に
そ

の
当
否
を
措
く
と
し
て
も
、
犯
罪
収
益
と
思
し
き
多
額
の
財
産
が
発
見
さ
れ
る
の
は
貨
物
の
無
許
可
輸
出
入
の
場
合
に
限
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ

の
方
法
に
よ
る
没
収
が
可
能
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
既
存
の
法
制
度
に
よ
り
犯
罪
収
益
を
十
分
に
剝
奪
し
得
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

各
定
義
に
つ
い
て
は
、
麻
薬
特
例
法
二
条
及
び
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
二
条
参
照
。

最
三
小
決
平
成
二
〇
年
一
一
月
四
日
刑
集
六
二
巻
一
〇
号
二
八
一
一
頁
等
。

ド
イ
ツ
を
含
め
、
諸
外
国
に
お
い
て
も
、
通
例
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
を
理
由
と
し
て
有
罪
を
言
い
渡
す
に
際
し
て
前
提
犯
罪
が

（
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論　　　説

解
明
さ
れ
る
必
要
は
な
い
た
め
、
理
論
上
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
犯
罪
化
が
財
産
と
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の
関
係
を
証
明
す
る
こ
と

の
困
難
を
軽
減
す
る
機
能
を
持
ち
得
る
が
、
諸
外
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
機
能
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
諸
外
国
に
お
い
て
は
、
拡
大
没
収
や
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
が
こ
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
た
め
、
よ
り
要
求
の

多
い
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
こ
の
よ
う
な
役
割
を
担
わ
せ
る
必
要
が
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

世
界
的
に
は
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
に
よ
る
組
織
犯
罪
対
策
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
十
分
に
効
果
的
な
手
段
に
は
な
っ
て
い
な
い

と
評
価
さ
れ
て
い
る
（see e.g. Rui, supra note 3, at 2. 

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
刑
法
上
の
手
段
に
よ
る
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策

の
構
想
が
失
敗
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
、
犯
罪
収
益
を
剝
奪
す
る
た
め
の
他
の
実
用
的
な
手
段
が
模
索
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
具
体

的
に
は
、
拡
大
独
立
没
収
が
希
望
に
満
ち
た
制
度
で
あ
る
）
と
す
る
も
の
と
し
て
、Bussm

ann/V
eljovic, a.a.O

. (A
nm

. 109), S. 422

）。

我
が
国
に
お
い
て
も
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
関
連
事
犯
の
検
挙
が
少
な
い
こ
と
や
、
諸
外
国
に
比
べ
て
没
収
金
額
が
少
な
く
、
年
に
よ

っ
て
没
収
金
額
に
開
き
が
あ
る
こ
と
（
警
察
庁
『
警
察
白
書
（
令
和
二
年
版
）』
一
三
七
頁
以
下
（
二
〇
二
〇
）
参
照
）
か
ら
す
れ
ば
、
犯
罪

収
益
等
隠
匿
・
収
受
罪
と
没
収
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
犯
罪
収
益
が
十
分
に
剝
奪
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
前
提
と
す
れ
ば
、
拡
大
没
収
を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
没
収
を
付
加
刑
と
す
る
刑
法
九
条
を
改
め
、
没
収
全
般
を
非
刑
罰
の

処
分
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
刑
法
九
条
に
例
外
を
認
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
（「
没
収
」
で
は
な
い
新
た
な
剝
奪
手
段
と
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
が
、
用
語
を
使
い
分
け
る
こ
と
に
よ
り
制
度
が
難
解
に
な
る
お
そ
れ
は
あ
る
。）。

三
浦
守
ほ
か
『
組
織
的
犯
罪
対
策
関
連
三
法
の
解
説
』
七
三
頁
（
法
曹
会
、
二
〇
〇
一
）
参
照
。

民
事
裁
判
に
つ
き
最
二
小
判
昭
和
五
〇
年
一
〇
月
二
四
日
民
集
二
九
巻
九
号
一
四
一
七
頁
、
刑
事
裁
判
に
つ
き
最
一
小
判
昭
和
二
三
年
八

月
五
日
刑
集
二
巻
九
号
一
一
二
三
頁
。

最
一
小
決
平
成
一
九
年
一
〇
月
一
六
日
刑
集
六
一
巻
七
号
六
七
七
頁
。

例
え
ば
、
伊
藤
眞
「
証
明
度
を
め
ぐ
る
諸
問
題
─
─
手
続
的
正
義
と
実
体
的
真
実
の
調
和
を
求
め
て
─
─
」
判
タ
一
〇
九
八
号
四
頁
、
六

頁
（
二
〇
〇
二
）。
三
木
浩
一
「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
証
明
度
」
法
研
八
三
巻
一
号
一
五
頁
、
二
三
頁
以
下
（
二
〇
一
〇
）
も
参
照
。

刑
事
訴
訟
に
お
け
る
挙
証
責
任
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
河
上
和
雄
ほ
か
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
事
訴
訟
法
（
第
二
版
）
第
七
巻
』
四

一
八
頁
以
下
〔
安
廣
文
夫
〕（
青
林
書
院
、
二
〇
一
二
）
等
参
照
。
も
っ
と
も
、
前
記
の
と
お
り
、
拡
大
没
収
は
非
刑
罰
の
処
分
と
し
て
設
計

す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
要
件
の
一
つ
で
あ
る
財
産
の
犯
罪
由
来
に
関
す
る
証
明
の
問
題
は
「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
」
の
原
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（二・完）

則
や
無
罪
推
定
が
妥
当
す
る
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
証
明
度
や
挙
証
責
任
の
問
題
と
は
区
別
し
て
論
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
拡
大
没
収
に
お
い
て
も
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
を
き
っ
か
け
行
為
に
な
り
得
る
罪
に
含
め
る
こ
と
に
よ
り
、
拡
大
没
収

の
適
用
範
囲
が
あ
ら
ゆ
る
罪
に
開
か
れ
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
得
る
。
も
っ
と
も
、
拡
大
没
収
に
お
い
て
は
、
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収

と
は
異
な
り
、
き
っ
か
け
行
為
の
実
行
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
単
に
財
産
が
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
よ
う
に
思
わ

れ
（
そ
れ
ゆ
え
に
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
嫌
疑
が
残
）
る
と
い
う
だ
け
で
き
っ
か
け
行
為
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
り
得
な

い
か
ら
、
こ
れ
は
大
き
な
問
題
で
は
な
い
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
立
法
者
の
説
明
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
に
自
白
の
擬
制
等
の
民
事
訴
訟
の
証
明
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
刑
事
訴
訟
の
証
明
度
を
要
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
と
民
事
訴
訟
の
証
明
ル
ー
ル
が
調
和
せ
ず
、
民
事
訴
訟
の

ル
ー
ル
を
適
用
す
る
こ
と
で
無
用
な
混
乱
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
民
事
訴
訟
の
証
明
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
こ
と
と
す
べ
き
で
は
な
い

（
も
っ
と
も
、
刑
事
訴
訟
の
証
明
度
を
要
求
す
る
と
し
て
も
、
例
え
ば
証
拠
禁
止
に
つ
い
て
は
個
別
に
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
よ

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。）。

＊ 

脱
稿
後
、「
刑
法
上
の
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策
の
改
善
の
た
め
の
法
律
（Gesetz zur V

erbesserung der strafrechtlichen 
Bekäm

pfung der Geldw
äsche

）」（BGBl. I 2021 S. 327

）
が
成
立
し
、
拡
大
独
立
没
収
に
関
す
る
刑
法
七
六
条
ａ
第
四
項
や
マ
ネ
ー
・

ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
関
す
る
刑
法
二
六
一
条
等
が
改
正
さ
れ
た
が
、
本
稿
の
内
容
面
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
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